
山
村
に
お
け
る
地
域
生
活
と
家
の
変
容

新
潟
県
安
塚
町
の
事
例

佐
藤
康
行
・
内
田
　
健
．

一
　
は
じ
め
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
日
本
の
社
会
は
一
九
六
〇
年
代
の
高
度
経
済
成
長
期
を
通
し
て
生
活
様
式
が
変
化
し
、
家
族
の
あ
り
方
も
こ
の
時
期
に
大
き
な

　
　
変
容
を
と
げ
た
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
は
消
費
社
会
化
が
早
足
で
進
行
す
る
裏
側
で
、
高
齢
化
が
急
速
に
す
す
ん
で
い
る
。
高
齢

　
　
人
口
（
六
五
歳
以
上
）
比
率
は
一
九
九
四
年
に
一
四
％
を
超
え
て
世
界
保
健
機
構
…
の
定
義
す
る
「
高
齢
社
会
」
段
階
に
突
入
し
、

　
　
二
〇
〇
〇
年
に
は
一
七
・
七
％
に
達
し
て
い
る
。
人
ロ
推
計
に
よ
れ
ば
、
こ
の
趨
勢
は
今
後
す
く
な
く
と
も
約
五
〇
年
間
は
持
続

　
　
す
る
（
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
二
〇
〇
二
）
。
わ
れ
わ
れ
は
人
口
の
高
齢
化
を
与
件
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を

　
　
構
想
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
日
本
で
は
国
土
の
七
割
近
く
を
中
山
間
地
域
が
占
め
て
い
る
。
中
山
間
地
域
で
は
高
齢
人
口
比
率
が
日
本
全
体
と
く
ら
べ
て
顕

－
　
著
に
高
く
、
高
齢
社
会
の
問
題
が
先
行
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
従
来
、
山
村
地
域
に
は
い
わ
ゆ
る
伝
統
的
家
族
が
残
っ
て
い
る



2
　
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
挙
家
離
村
が
陸
続
と
起
き
た
結
果
、
人
口
と
世
帯
数
の
減
少
と
過
疎
化
が
進
行
し
、
中
山
間
地

　
　
で
は
高
齢
者
だ
け
が
残
り
、
彼
ら
の
単
独
世
帯
や
夫
婦
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
　
　
高
齢
者
に
と
っ
て
、
生
活
全
般
に
わ
た
る
住
み
よ
さ
や
生
き
が
い
は
、
家
族
生
活
と
地
域
生
活
の
あ
り
方
と
密
接
に
結
び
つ
い

　
　
て
い
る
。
家
族
生
活
の
あ
り
方
に
つ
い
て
い
え
ば
、
同
居
し
て
い
る
子
は
む
ろ
ん
、
別
居
し
て
い
る
子
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
む

　
　
す
び
、
ど
の
よ
う
に
互
い
の
生
活
を
支
え
あ
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
際
、
家
の
存
続
や
継
承
の
問
題
、
そ
し
て
家
意
識
が
ど
の
よ

　
　
う
に
作
用
し
て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
が
重
要
な
意
味
を
も
つ
。
他
方
、
地
域
生
活
に
つ
い
て
い
え
ば
、
同
じ
集
落
、
同
じ

輯
　
町
で
暮
ら
す
人
び
と
と
ど
の
よ
う
な
絆
で
む
す
ば
れ
、
日
常
生
活
の
相
互
扶
助
を
ど
の
よ
う
に
お
こ
な
っ
て
い
る
の
か
が
重
要
な

ユ剃
　
意
味
を
も
つ
。
家
族
と
地
域
社
会
は
、
い
ず
れ
も
高
齢
者
の
幸
福
≦
巴
む
o
貯
゜
q
の
実
現
に
対
し
て
強
い
影
響
力
を
お
よ
ぼ
し
て
い

　
　
る
の
で
あ
る
。

究研
　
　
中
山
間
地
の
高
齢
者
は
、
身
体
的
・
精
神
的
な
条
件
が
許
す
か
ぎ
り
、
夫
婦
で
、
あ
る
い
は
一
人
で
、
生
ま
れ
育
っ
た
集
落
で

群
暮
ら
し
つ
づ
岐
そ
れ
が
で
き
奮
な
る
と
山
を
降
り
て
子
ど
も
た
ち
の
家
に
入
る
傾
向
に
あ
る
．
そ
つ
し
て
、
一
軒
ま
た
一
軒

文
　
　
と
挙
家
離
村
し
て
い
く
。
し
か
し
、
い
ま
現
在
山
村
で
暮
ら
し
を
紡
い
で
い
る
高
齢
者
は
、
ま
っ
た
く
の
孤
立
状
態
に
お
か
れ
て

人
　
　
い
る
と
言
い
切
っ
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
既
婚
の
子
ど
も
が
親
元
で
同
居
す
る
ケ
ー
ス
は
年
々
減
少
し
て
お
り
・
そ
の
意
味
で

　
　
た
し
か
に
家
は
解
体
し
た
と
い
い
う
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
中
山
間
地
で
高
齢
者
が
長
期
に
わ
た
っ
て
生
活
を
営
ん
で
い
く
う
え

　
　
で
、
家
の
福
祉
機
能
を
カ
バ
ー
す
る
他
出
家
族
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
地
域
住
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
果
た
し
て
い
る
役
割
は
け
っ

　
　
し
て
小
さ
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
右
記
の
課
題
意
識
に
も
と
づ
き
、
本
稿
で
は
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
の
幸
福
な
生
活
の
実
現
を
大
き
く
左
右
す
る
家

　
　
族
生
活
と
地
域
生
活
の
実
態
を
記
述
し
、
若
干
の
考
察
を
提
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。



二
　
安
塚
町
の
概
況

　
　
　
新
潟
県
東
頸
城
郡
安
塚
町
は
、
県
西
南
部
に
位
置
し
、
東
は
大
島
村
、
西
は
牧
村
、
南
は
長
野
県

　
　
飯
山
市
、
北
は
浦
川
原
村
に
接
し
て
い
る
。
旧
三
か
村
（
菱
里
・
小
黒
・
安
塚
）
の
合
併
を
経
て
一

　
　
九
五
五
年
入
月
一
日
に
町
制
を
施
行
し
た
。
町
制
施
行
当
初
の
人
口
は
一
万
一
一
七
三
人
、
若
年
人

露
・
層
が
相
対
的
に
厚
い
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
構
成
を
な
し
て
い
た
が
、
高
度
経
済
成
長
期
に
生
産
年
齢
㈲

劒
　
　
人
口
と
年
少
人
口
を
中
心
と
し
た
住
民
の
流
出
に
見
舞
わ
れ
た
結
果
、
高
齢
人
口
の
相
対
比
が
急
激
　
♂
旧

靴
に
上
昇
し
・
呆
全
国
薪
潟
県
全
体
に
先
ん
じ
て
高
齢
化
が
す
す
ん
で
き
た
（
図
！
図
2
）
』
隔

蹴
九
九
五
年
時
点
で
人
・
は
璽
七
六
人
と
五
五
年
か
ら
の
四
・
年
間
で
六
割
強
の
婆
同
じ
留
鰍

掲
　
　
で
世
帯
数
も
三
分
の
二
に
減
り
、
世
帯
規
模
も
五
・
七
人
か
ら
三
・
二
人
へ
と
ほ
ぼ
半
分
に
縮
小
し
　
口
の

謝
た
。
一
九
九
五
年
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、
六
五
歳
以
上
人
口
が
二
八
・
五
％
を
占
め
て
い
る
（
表
肌

す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

餅
　
－
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
区

　
　
　
町
の
主
要
産
業
で
あ
る
農
業
の
実
態
を
概
観
し
て
お
こ
う
（
表
2
）
。
農
家
比
率
の
推
移
を
み
る
と
、
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
一
九
六
〇
年
に
は
八
二
．
一
％
の
純
農
村
だ
っ
た
が
、
九
五
年
に
は
六
三
．
三
％
に
低
下
し
て
い
る
。
　
舗

　
　
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
主
要
銘
柄
と
す
る
米
が
主
要
農
産
物
で
あ
軌
そ
の
多
く
は
山
間
に
立
地
す
る
町
の
餌

　
　
景
観
を
彩
る
「
棚
田
」
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
五
年
の
農
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
平
均
耕
駒

　
　
地
面
積
は
七
反
四
畝
・
五
反
未
満
の
小
規
模
農
家
が
四
五
％
を
占
め
・
経
営
規
模
一
町
歩
以
上
の
農
　
安

3
　
家
は
四
分
の
一
に
満
た
な
い
。
内
訳
を
み
る
と
、
専
業
農
家
は
一
九
八
五
年
以
降
ほ
ぼ
一
三
％
台
で
　
表
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．
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横
ば
い
、
全
国
各
地
の
農
村
の
例
に
漏
れ
ず
兼
業
化
が
進
行
し
て
お
り
、
町
内

　
　
の
農
家
全
体
の
ほ
ぼ
四
分
の
三
は
第
二
種
兼
業
農
家
で
あ
る
。

　
　
　
町
は
四
〇
あ
ま
り
の
集
落
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
急
激
な
人
口
流
出
に

　
　
よ
り
自
治
活
動
に
支
障
を
来
た
す
地
区
も
あ
ら
わ
れ
た
た
め
、
い
く
つ
か
の
集

　
　
落
の
合
併
・
統
合
が
お
こ
な
わ
れ
た
結
果
、
現
在
は
行
政
が
直
接
対
応
す
る
集

　
　
落
単
位
と
し
て
三
〇
の
「
自
治
単
位
」
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
集
落
の
ほ
と
ん

蕗
ど
は
、
小
黒
川
、
細
野
川
の
両
岸
に
展
開
し
て
お
り
、
標
高
六
〇
イ
ト
ル
か

勧
　
ら
四
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
中
山
間
地
に
住
居
が
点
在
す
る
山
村
で
あ
る
。
ま
た
、

と活
　
平
年
で
ニ
メ
ー
ト
ル
か
ら
四
メ
ー
ト
ル
の
積
雪
に
み
ま
わ
れ
る
国
内
有
数
の
豪

生繊
雪
地
帯
で
あ
り
、
「
特
別
豪
雪
地
帯
」
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。
雪
に
閉
ざ
さ
れ
移

掲
る
暗
く
長
い
冬
の
暮
ら
し
を
忌
避
し
た
人
び
と
の
転
出
も
、
こ
の
四
〇
年
あ
ま
曜

㈱
り
の
人
・
減
少
を
加
速
さ
せ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
郷

鮒
　
　
　
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
交
通
基
盤
の
整
備
が
は
か
ら
れ
、
四
〇
三
号
線
の
　
懐

　
　
開
通
（
一
九
九
三
年
）
、
「
ほ
く
ほ
く
線
」
の
開
業
（
一
九
九
七
年
）
、
上
越
－
魚
鷲

　
　
沼
間
を
つ
な
ぐ
高
規
格
道
路
の
整
備
な
ど
に
よ
り
、
県
内
各
所
、
関
西
、
首
都
膿

　
　
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
と
駒

　
　
並
行
し
て
、
町
は
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
振
興
策
を
打
ち
だ
し
て
い
る
・
そ
の
独
自
　
安

　
　
性
は
、
住
民
の
生
活
に
重
く
垂
れ
込
め
、
そ
の
行
動
範
囲
や
意
識
の
内
閉
を
な
　
却

5
　
か
ば
宿
命
づ
け
て
き
た
「
雪
」
と
い
う
自
然
条
件
を
、
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て

業
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2
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8
　
2
　
8
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7
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O
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農
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次
年

0
　
5
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6
　
　
の
戦
略
的
な
資
源
と
し
て
位
置
づ
け

　
　
た
点
に
あ
る
。
こ
の
二
〇
年
間
に
展

　
　
開
さ
れ
た
「
雪
」
を
直
接
・
間
接
に

　
　
テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
活
動
、

　
　
お
よ
び
レ
ジ
ャ
ー
・
リ
ゾ
ー
ト
施
設

　
　
の
開
設
を
み
て
も
、
町
が
明
確
な
意

輯
　
　
思
を
も
っ
て
「
雪
」
に
こ
だ
わ
っ
て

ユー
－

@
き
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
（
表
3
）
。

第　
　
町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
雪
の

究研
　
　
ふ
る
さ
と
や
す
つ
か
」
で
あ
り
、
町

榊
の
c
乏
は
雪
だ
る
ま
が
描
き
こ
ま

文
　
れ
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

人
　
に
も
や
は
り
雪
だ
る
ま
を
か
た
ど
つ

　
　
た
「
雪
太
郎
」
を
採
用
す
る
な
ど
、
　
み

　
　
対
外
的
な
町
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
麹

　
　
提
示
に
お
い
て
も
雪
の
イ
イ
ジ
を
駒

　
　
頁
し
て
強
調
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
甥

　
　
一
九
九
九
年
五
月
に
開
設
さ
れ
た
　
　
3

　
　
蚕
の
ま
ち
み
ら
い
笙
は
・
克
雪
゜
表

年
年
　
　

年
　
年
　

年
年
年
年
　
年
　

年

0
6
　
　9
　
0
　

2
3
5
6
　
9
　

0

8
8
　
　8
　
9
　

9
9
9
9
　
9
　

0

9
9
　
　9
　
9
　

9
9
9
9
　
9
　

0

1
⊥
　
　
－
⊥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
⊥
　
　
　
　
　
－
⊥
　
　
　
　
　
　
　
ー
工
　
　
－
⊥
　
　
－
　
　

書
⊥
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　

り
4

鹿
作にともを

査
調り

取
き聞

び
よお

剣料
資
ム
ラ

一

オ
フ念

記賞受りく
つ
ち

ほ編
町
塚
安

糊
資



　
　
利
雪
の
両
面
で
研
究
・
開
発
・
情
報
発
信
の
中
心
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
安
塚
町
の
ま
ち
づ
く
り
・
ま
ち
お
こ
し
は
住
民
の
ア
イ
デ
ア
や
参
加
意
欲
を
汲
み
あ
げ
る
実
効
的
な
回
路
を
敷
設
し
た
こ
と
が

　
　
奏
功
し
、
全
国
的
に
も
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
と
し
て
注
目
さ
れ
、
数
々
の
賞
を
獲
得
し
、
毎
年
多
数
の
視
察
団
の
訪
問
を
受
け
て
き

　
　
た
。
行
政
と
町
民
の
「
雪
」
に
た
い
す
る
考
え
方
が
転
換
す
る
き
っ
か
け
は
、
後
楽
園
球
場
で
開
催
し
た
「
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

　
　
バ
ル
」
が
大
き
な
成
功
を
お
さ
め
た
こ
と
だ
っ
た
（
石
川
一
九
九
一
）
。
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
安
塚
町
の
全
国
的
な
知
名
度
が
上

　
　
が
り
、
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
を
自
分
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
や
り
遂
げ
た
実
績
が
行
政
や
町
民
に
自
信
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

囎
継
続
し
て
開
催
さ
れ
て
き
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
役
場
と
住
民
が
直
接
顔
を
つ
き
あ
わ
せ
る
機
会
と
な
軌
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通

勧
　
　
し
て
住
民
の
行
政
参
加
を
促
す
手
法
を
そ
の
後
確
立
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

と活
　
　
そ
の
一
方
で
町
は
、
「
ふ
る
さ
と
創
生
資
金
」
で
温
泉
掘
削
を
実
施
し
た
。
一
九
九
〇
年
に
町
が
八
〇
〇
〇
万
円
を
拠
出
し
て
設

生域
　
　
立
し
た
「
雪
だ
る
ま
財
団
」
は
、
「
雪
国
文
化
圏
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
、
雪
国
の
文
化
や
経
済
の
振
興
に
貢
献
し
た
個
人
・
団
体
の
功

地る
　
績
を
表
彰
す
る
「
雪
だ
る
ま
大
賞
」
事
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
開
催
を
支
え
る
一
方
で
、
温
泉
入
浴
施
設

けお
　
「
菱
ヶ
岳
ゆ
き
だ
る
ま
温
泉
ビ
レ
ッ
ジ
雪
の
湯
」
、
宿
泊
施
設
「
ゆ
き
だ
る
ま
温
泉
ビ
レ
ッ
ジ
久
比
岐
野
」
と
「
菱
ヶ
岳
グ
リ
ー
ン

れ餅
　
　
パ
ー
ク
」
と
い
っ
た
施
設
の
管
理
運
営
に
あ
た
り
、
町
外
か
ら
訪
れ
る
「
交
流
人
口
」
を
呼
び
込
む
観
光
資
源
の
開
発
に
従
事
し

　
　
て
い
る
。

　
　
　
ま
た
、
川
崎
製
鉄
を
は
じ
め
町
（
四
〇
〇
〇
万
円
出
資
）
を
ふ
く
む
一
八
の
事
業
体
の
共
同
出
資
で
発
足
し
た
第
三
セ
ク
タ
ー
「
安

　
　
塚
総
合
開
発
株
式
会
社
」
が
建
設
し
た
「
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
バ
レ
イ
ス
キ
ー
場
」
も
ま
た
、
町
の
重
要
な
観
光
資
源
と
な
っ
て
お
り
、

　
　
温
泉
と
ス
キ
ー
場
の
利
用
客
は
、
合
わ
せ
て
年
間
三
〇
万
人
に
の
ぼ
る
。
宿
泊
施
設
や
食
事
関
係
等
々
を
含
め
て
経
済
効
果
は
大

　
　
き
く
、
臨
時
職
員
を
含
め
て
一
五
〇
名
ほ
ど
の
町
民
の
雇
用
を
生
み
だ
し
て
い
る
。
一
九
九
九
年
六
月
、
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
バ
レ
イ

7
　
　
の
経
営
は
新
た
に
設
立
さ
れ
た
「
株
式
会
社
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
バ
レ
イ
」
（
資
本
金
二
億
五
〇
〇
〇
万
円
の
九
八
％
を
町
が
出
資
）
へ



8
　
と
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
経
営
主
体
の
変
更
に
よ
り
、
ス
キ
ー
場
経
営
の
成
否
が
町
の

　
　
財
政
に
お
よ
ぼ
す
影
響
は
一
層
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

三
調
査
地
の
概
要

　
　
　
三
i
［
　
細
野
地
区
の
概
要

輯
　
　
細
野
地
区
は
町
の
北
西
部
、
大
島
村
と
接
し
、
標
高
四
＝
．
七
メ
ー
ト
ル
の
六
夜
山
を
背
負

エー
－

@
う
位
置
に
あ
る
。
人
口
は
、
高
度
経
済
成
長
期
以
降
、
一
貫
し
て
減
少
を
つ
づ
け
て
き
た
。
挙
家

第　
　
転
出
が
持
続
的
に
進
行
し
た
結
果
、
表
4
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
九
九
五
年
の
国
勢
調
査
で
は

究

輔
世
蓬
藁
難
雛
賑
禦
躯
製
醗
鶴
整
は
二
五
戸
だ
つ
擁

科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

文
た
。
類
型
別
の
内
訳
は
、
表
5
に
み
ら
れ
る
よ
・
つ
に
、
夫
婦
の
み
の
世
帯
が
＝
戸
、
夫
婦
が
子
融

人
と
同
居
し
て
い
る
世
帯
が
九
頁
配
偶
者
と
死
別
し
た
高
馨
が
子
と
同
居
し
て
い
る
世
帯
が
三
雄

　
　
戸
、
単
独
世
帯
が
二
戸
と
な
っ
て
い
る
。
高
齢
者
が
い
る
世
帯
が
二
〇
戸
で
全
体
の
八
割
を
占
め
、
掴

　
　
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
九
戸
（
三
六
％
）
を
整
る
。
対
象
世
帯
の
高
齢
人
昆
率
は
四
五
．
五
⑳

　
　
％
で
あ
る
。
嚢
人
・
の
内
訳
の
推
移
（
表
6
）
を
み
る
と
、
一
九
八
。
年
か
ら
九
五
年
に
か
け
銚

　
　
て
、
六
〇
歳
以
上
人
ロ
の
割
合
が
二
一
・
九
％
か
ら
四
七
・
五
％
と
大
幅
に
上
昇
し
て
い
る
こ
と
　
対

　
　
が
わ
か
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熱

　
　
　
九
五
年
農
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
農
家
は
三
〇
世
帯
で
総
耕
地
面
積
で
は
水
田
二
一
町
歩
に
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た
い
し
て
畑
が

　
八
反
、
畑
の
大

　
半
は
自
家
消
費

　
分
の
野
菜
栽
培

　
に
使
わ
れ
て
お

　
り
、
販
売
用
の

露
作
目
は
コ
シ
ヒ
型

励
カ
リ
を
主
力
と
畷

活
　
す
る
米
に
特
化
　
帯

蟹
　
　
　
　
　
世

域
　
し
て
い
る
。
町
象

地
　
　
　
　
　
　
対

る
　
内
で
も
つ
と
も
　
査

け
　
　
　
　
　
　

調

臨
農
家
率
が
⊥
．
同
駆
　
　
　
　
　
観

鮒
く
、
専
業
、
聚
躰
　
　
　
　
　
け

　
比
率
も
二
三
・
　
朴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寛

　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
訳

　
三
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と
比
較
的
躯
　
　
　
　
　
猷
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い
．
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購
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1
0@
　
一
名
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
地
区
内
の
組
組
織
に
は
葬
礼
時

　
　
の
相
互
扶
助
の
単
位
と
し
て
藁
組
が
あ
る
。
現
在
で
は
四
班

　
　
に
分
け
ら
れ
、
道
普
請
や
農
機
具
の
共
同
所
有
の
単
位
と
も

　
　
な
っ
て
い
る
。
道
普
請
に
つ
い
て
は
、
以
前
は
出
不
足
金
を

　
　
徴
収
し
て
い
た
が
、
い
ま
で
は
や
め
て
い
る
。
集
落
の
共
有
地

　
　
が
少
し
あ
る
が
、
実
際
に
は
す
で
に
共
同
利
用
さ
れ
て
い
な

輯
　
　
い
。
区
費
は
戸
数
割
．
固
定
資
産
割
．
所
得
割
で
三
段
階
に

ユ剃
　
　
わ
け
て
徴
収
し
て
い
る
。
以
前
は
五
段
階
だ
っ
た
が
、
世
帯

究
　
数
の
減
少
を
う
け
て
割
り
方
を
簡
素
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

研
　
　
家
連
合
と
し
て
の
ヤ
ウ
チ
は
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
従
前

酵
の
機
能
を
喪
失
し
て
い
る
．
檀
家
組
織
に
つ
い
て
は
、
集
落

文
　
内
の
家
が
従
来
か
ら
三
つ
の
寺
に
分
か
れ
て
帰
属
し
て
い

人
た
・

　
　
細
野
地
区
は
、
安
塚
町
の
な
か
で
も
際
だ
っ
て
独
自
な
ム
　
　
表

　
　
ラ
お
こ
し
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
地
区
全
体
を
百
然
王
解

　
　
国
ほ
そ
の
村
」
に
見
立
て
、
毎
年
五
月
に
催
さ
れ
る
「
山
菜
駆

　
　
祭
り
」
の
開
催
や
宿
泊
施
設
の
響
に
よ
る
都
市
交
流
、
笹
網

　
　
だ
ん
ご
の
加
工
販
売
、
木
工
品
の
製
作
販
売
、
農
業
基
盤
の
　
　
7

　
　
整
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四
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え
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出
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中
の
集
落
出
身
者
に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し
て
き
た
。
こ
の
間
の
活
動
の
経
緯
は
、
表
7
の
と
お

　
　
り
で
あ
る
。

　
　
　
細
野
地
区
で
こ
の
よ
う
に
ム
ラ
お
こ
し
の
動
き
が
活
性
化
し
た
背
景
を
、
前
区
長
の
0
さ
ん
へ
の
聞
き
取
り
を
も
と
に
ま
と
め

　
　
て
お
き
た
い
。

　
　
　
ム
ラ
お
こ
し
の
端
緒
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
八
三
年
六
月
、
前
区
長
（
当
時
六
〇
代
）
、
M
さ
ん
（
同
五
〇
代
）
、
0
さ
ん
の
長

　
　
男
の
A
さ
ん
（
同
三
〇
代
）
の
三
人
を
中
心
と
す
る
有
志
若
干
名
が
結
成
し
た
「
あ
じ
さ
い
ク
ラ
ブ
」
の
活
動
だ
っ
た
。
当
時
す

魏
　
　
で
に
、
過
疎
化
（
と
り
わ
け
若
年
人
ロ
の
減
少
）
や
二
兼
化
が
相
当
進
行
し
て
お
り
、
一
部
の
年
中
行
事
が
休
止
状
態
に
あ
る
な

駒
　
　
ど
「
農
村
文
化
の
継
承
」
は
き
わ
め
て
難
し
い
局
面
に
立
た
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
状
況
に
危
機
感
を
も
っ
た
人
た
ち
が
中
心

濫
　
　
に
な
っ
て
、
細
野
の
伝
統
行
事
の
復
活
に
む
け
た
対
策
を
検
討
す
る
組
織
と
し
て
結
成
さ
れ
た
の
が
、
あ
じ
さ
い
ク
ラ
ブ
で
あ
る
。

殿
　
も
と
も
と
細
野
に
は
・
春
と
秋
に
お
こ
な
わ
れ
る
諏
訪
神
社
の
例
祭
の
ほ
か
に
、
毎
年
五
月
八
日
に
は
「
六
夜
山
の
祭
り
」
が

地
る
　
開
か
れ
て
い
た
。
明
治
の
半
ば
こ
ろ
米
山
神
社
か
ら
も
ら
っ
た
お
札
を
六
夜
山
の
祠
に
ま
つ
り
、
こ
れ
を
「
細
野
米
山
さ
ん
」
と

けお
　
呼
ん
で
毎
年
祭
礼
を
と
り
お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
二
〇
年
代
、
戦
後
の
混
乱
期
か
ら
復
興
期
に
か
け
て
、
地
区
に
は
青

醐
　
年
会
に
所
属
す
る
若
者
が
四
〇
人
ほ
ど
い
て
、
一
〇
月
末
か
ら
翌
年
の
四
月
半
ば
ま
で
小
田
原
や
湯
河
原
の
「
み
か
ん
場
」
に
毎

　
　
年
出
稼
ぎ
に
出
た
が
、
か
れ
ら
も
五
月
の
祭
り
ま
で
に
は
帰
郷
し
た
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。
集
落
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
の
行

　
　
事
は
一
年
の
サ
イ
ク
ル
の
ひ
と
コ
マ
と
．
し
て
し
っ
か
り
と
定
着
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
三
〇
年
代
後
半
（
一
九
六
〇
年
代
）

　
　
以
降
、
高
度
経
済
成
長
に
よ
っ
て
都
市
部
で
大
規
模
な
雇
用
創
出
が
起
き
る
と
、
若
年
人
ロ
は
ど
ん
ど
ん
細
野
を
出
て
行
き
、
二

　
　
〇
年
代
に
は
五
六
戸
だ
っ
た
世
帯
数
が
急
速
な
減
少
を
つ
づ
け
て
い
る
う
ち
に
、
「
六
夜
山
の
祭
り
」
は
い
つ
し
か
と
り
お
こ
な
わ

　
　
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
9
，

1
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あ
じ
さ
い
ク
ラ
ブ
は
、
こ
の
祭
り
の
復
活
を
め
ざ
し
て
ア
イ
デ
ア
を
練
る
な
か
で
、
「
山
菜
」
と
い
う
資
源
に
着
目
す
る
こ
と
に
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な
る
。
折
か
ら
の
山
菜
ブ
ー
ム
で
細
野
の
山
林
に
も
無
断
で
入
り
込
ん
で
山
菜
を
採
る
人
が
あ
と
を
絶
た
ず
、
禁
止
の
札
を
立
て

　
　
て
も
事
態
は
い
っ
こ
う
に
改
ま
る
様
子
が
な
か
っ
た
。
0
さ
ん
た
ち
は
、
山
菜
採
り
を
有
料
化
し
、
六
夜
山
の
祭
り
を
外
部
の
人

　
　
た
ち
に
山
林
を
開
放
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
仕
立
て
直
す
こ
と
を
思
い
立
っ
た
。
う
ま
く
ゆ
け
ば
、
山
菜
の
無
断
採
取
の
抑
止
と

　
　
伝
統
行
事
の
復
活
と
い
う
二
つ
の
課
題
を
い
っ
き
ょ
に
解
決
す
る
方
途
に
な
る
。

　
　
　
訪
問
客
の
接
待
や
案
内
な
ど
を
集
落
の
全
員
で
分
担
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
、
一
九
入
九
年
、
「
自
然
王
国
ほ
そ
の
村
」
を
「
建

　
　
国
」
し
、
第
一
回
「
山
菜
祭
り
」
の
開
催
に
こ
ぎ
着
け
る
。
こ
の
年
に
は
「
細
野
生
産
組
合
」
も
設
立
さ
れ
て
お
り
、
現
在
に
至

輯
　
る
ム
ラ
お
こ
し
の
地
盤
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。

ユ剃
　
　
外
部
か
ら
の
参
加
者
は
、
大
人
二
〇
〇
〇
円
（
当
初
は
一
五
〇
〇
円
）
、
中
学
生
以
下
は
一
二
〇
〇
円
を
支
払
い
、
午
前
中
は
自

究
　
由
に
山
菜
を
採
取
し
、
昼
か
ら
は
集
落
住
民
、
参
加
者
が
そ
ろ
っ
て
宴
会
を
開
く
。
初
回
の
参
加
者
は
六
〇
人
ほ
ど
だ
っ
た
が
、

研
　
　
ロ
コ
、
、
、
な
ど
で
裾
野
を
広
げ
て
ゆ
き
、
第
三
回
（
一
九
九
一
年
）
に
は
一
五
〇
人
ほ
ど
に
な
り
、
現
在
で
は
毎
年
二
〇
〇
人
前
後

酵
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
．
そ
の
う
ち
約
四
割
は
、
毎
年
の
よ
う
に
訪
れ
る
リ
ギ
字
で
あ
る
．
広
報
活
動
と
し
て
、
新

文
　
聞
へ
の
折
込
広
告
に
く
わ
え
、
参
加
者
名
簿
を
も
と
に
し
た
手
紙
に
よ
る
連
絡
も
お
こ
な
っ
て
い
る
。
当
日
は
、
山
菜
の
即
売
会

人
　
も
開
か
れ
る
。
第
一
回
の
祭
り
が
成
功
す
る
ま
で
は
、
参
加
者
数
の
不
足
に
よ
る
リ
ス
ク
な
ど
を
懸
念
す
る
住
民
も
多
か
っ
た
が
・

　
　
回
を
重
ね
、
参
加
者
が
増
え
て
ゆ
く
に
し
た
が
い
、
住
民
の
あ
い
だ
に
も
ガ
イ
ド
、
受
付
、
そ
の
ほ
か
の
裏
方
仕
事
な
ど
に
自
発

　
　
的
に
参
加
す
る
空
気
が
で
き
あ
が
っ
て
ゆ
き
、
現
在
は
集
落
総
出
で
恒
例
と
な
っ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
支
え
る
ま
で
に
い
た
っ
て

　
　
い
る
。

　
　
　
「
山
菜
祭
り
」
の
成
功
は
、
思
い
が
け
な
い
副
産
物
を
も
た
ら
し
た
。

　
　
　
ひ
と
つ
は
笹
だ
ん
ご
の
加
工
販
売
で
あ
る
。
山
菜
採
り
の
参
加
者
に
ふ
る
ま
っ
た
手
作
り
の
笹
だ
ん
ご
が
好
評
で
、
町
の
物
産

　
　
展
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
出
品
、
そ
こ
で
も
好
評
を
博
し
た
。
こ
れ
ら
が
き
っ
か
け
と
な
り
一
九
九
三
年
に
「
新
潟
県
山
間
地
域



　
　
活
性
化
総
合
対
策
事
業
」
の
実
施
に
あ
た
り
、
町
が
各
集
落
に
意
向
調
査
を
お
こ
な
っ
た
さ
い
に
、
細
野
か
ら
は
笹
だ
ん
ご
な
ど
の

　
　
加
工
施
設
の
設
置
申
請
が
出
さ
れ
る
。
こ
の
申
請
は
翌
年
、
木
工
品
加
工
施
設
の
設
置
と
と
も
に
事
業
指
定
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

　
　
た
。
こ
う
し
て
翌
九
四
年
、
笹
だ
ん
ご
の
加
工
所
「
か
あ
ち
ゃ
ん
の
家
」
と
木
工
品
加
工
所
「
工
房
ほ
そ
の
村
」
が
完
成
す
る
。

　
　
　
「
か
あ
ち
ゃ
ん
の
家
」
は
一
〇
年
の
償
還
で
五
〇
〇
万
円
を
借
り
入
れ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
地
元
負
担
は
二
〇
％
だ
っ
た
。
一
箱

　
　
　
一
〇
個
入
り
で
一
二
〇
〇
円
の
手
作
り
笹
だ
ん
ご
を
主
力
に
食
品
の
加
工
と
販
売
を
手
が
け
、
現
在
で
は
年
間
の
売
り
上
げ
が
一

　
　
〇
〇
〇
万
円
近
く
に
達
す
る
。
現
在
は
地
区
の
女
性
六
人
が
か
か
わ
っ
て
お
り
、
笹
だ
ん
ご
づ
く
り
が
現
金
収
入
を
稼
得
す
る
機

露
会
と
し
て
定
着
し
て
き
た
。

殉
　
　
　
「
工
房
ほ
そ
の
村
」
で
は
、
高
齢
の
大
工
六
人
が
「
た
ば
こ
銭
に
で
も
な
れ
ば
」
と
、
ケ
ヤ
キ
な
ど
の
天
然
素
材
を
加
工
し
た
花

と活
　
　
び
ん
や
菓
子
皿
、
茶
托
、
ぐ
い
飲
み
な
ど
を
製
作
販
売
し
て
い
る
。
も
と
も
と
細
野
に
は
五
、
六
反
の
田
で
米
作
り
を
す
る
か
た

生繊
わ
ら
、
大
工
．
茅
葺
き
屋
根
職
人
．
桶
屋
な
ど
を
営
ん
で
生
計
を
た
て
る
世
帯
が
多
か
っ
た
。
木
工
所
の
設
置
は
、
現
役
を
退
い

褐
　
　
た
職
人
た
ち
の
能
力
活
用
の
場
と
し
て
も
有
効
に
機
能
し
て
い
る
。

串
　
　
「
山
菜
祭
り
」
の
も
う
ひ
と
つ
の
副
産
物
は
、
宿
泊
施
設
の
建
設
で
あ
る
。
山
菜
祭
り
の
日
は
午
前
八
時
半
か
ら
受
付
が
は
じ
ま

れ財
　
り
、
山
に
登
っ
て
一
〇
時
半
ま
で
、
約
二
時
間
由
菜
を
採
る
。
＝
時
に
は
六
夜
山
頂
に
集
合
し
、
正
午
か
ら
午
後
二
時
ま
で
が

　
　
宴
会
の
時
間
に
な
っ
て
い
る
。
当
初
は
宴
会
が
終
わ
る
と
参
加
者
は
三
々
五
々
、
帰
宅
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
日
帰
り
の
行
楽
に

　
　
気
ぜ
わ
し
さ
を
感
じ
た
人
た
ち
か
ら
「
地
区
に
宿
泊
施
設
が
あ
れ
ば
も
つ
と
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
せ
る
の
に
」
と
い
う
要
望
が
た
び

　
　
た
び
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
右
に
述
べ
た
山
間
地
域
活
性
化
事
業
の
一
環
と
し
て
獲
得
し
た
補
助
金
で
、
九
六

　
　
年
、
宿
泊
施
設
「
六
夜
山
荘
」
が
完
成
・
開
業
す
る
。
五
つ
の
和
室
、
泡
風
呂
、
三
六
畳
の
交
流
室
を
備
え
た
六
夜
山
荘
は
、
区

　
　
長
を
は
じ
め
集
落
住
民
全
体
の
協
力
体
制
の
も
と
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。
宿
で
出
す
米
や
野
菜
は
、
集
落
の
農
家
か
ら
の
買
い
上

1
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げ
で
ま
か
な
い
、
調
理
や
接
客
、
客
室
の
整
備
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
は
地
区
の
女
性
た
ち
一
二
、
三
人
が
当
番
制
で
担
当
す
る
。
建



1
4
@
物
じ
た
い
は
補
助
金
で
つ
く
ら
れ
た
が
、
運
営
に
か
か
わ
る
コ
ス
ト
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
集
落
住
民
の
自
主
的
な
参
加
に

　
　
よ
っ
て
独
立
採
算
主
義
を
貫
徹
し
て
い
る
。

　
　
　
「
山
菜
祭
り
」
の
成
功
は
、
集
落
住
民
の
ム
ラ
づ
く
り
へ
の
参
加
意
欲
を
従
来
に
く
ら
べ
て
格
段
に
高
め
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
同

　
　
時
に
、
単
発
の
イ
ベ
ン
ト
に
終
わ
ら
せ
な
か
っ
た
こ
と
で
、
上
記
の
よ
う
に
人
・
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
を
と
お
し
た
都
市
交
流
活
動

　
　
の
拡
が
り
に
結
び
つ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
一
連
の
活
動
は
「
住
民
主
導
の
手
作
り
の
ム
ラ
お
こ
し
」
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
、

　
　
九
四
年
に
は
「
豊
か
な
む
ら
づ
く
り
全
国
表
彰
事
業
農
林
水
産
大
臣
賞
農
業
集
落
の
部
」
を
受
賞
し
て
い
る
。

輯
　
　
細
野
で
は
ま
た
、
農
家
有
志
に
よ
る
貸
し
農
園
事
業
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
オ
ー
ナ
ー
制
度
」
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
年
契
約

ユ剃
　
　
（
更
新
も
可
能
）
で
一
人
に
つ
き
五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
田
を
九
万
円
で
貸
し
付
け
、
玄
米
三
俵
（
一
八
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
収

究
　
　
穫
量
と
し
て
契
約
者
に
直
送
す
る
事
業
で
あ
る
。
九
九
年
の
時
点
で
は
、
0
さ
ん
を
は
じ
め
七
戸
の
農
家
が
協
力
し
、
主
と
し
て

研
　
首
都
圏
在
住
の
オ
ー
ナ
ー
十
数
人
と
契
約
が
結
ば
れ
て
い
る
。
安
塚
町
の
ほ
か
の
集
落
に
も
同
様
の
試
み
は
あ
る
が
、
農
家
の
協

酵
力
を
得
る
の
が
難
し
く
う
ま
義
能
し
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
．
に
も
か
か
わ
ら
ず
細
野
で
こ
の
事
業
が
成
り
立
っ
て

文
　
　
い
る
の
は
、
協
力
農
家
が
経
済
的
な
利
得
だ
け
で
な
く
、
都
市
住
民
と
の
交
流
を
は
か
る
貴
重
な
機
会
と
し
て
こ
の
事
業
の
意
親

人
　
を
評
価
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。
前
区
長
に
よ
れ
ば
、
農
家
の
人
た
ち
の
こ
う
し
た
考
え
方
も
、
「
山
菜
祭
り
」
を
と
お
し

　
　
た
交
流
の
体
験
を
と
お
し
て
培
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
ム
ラ
お
こ
し
の
ス
プ
リ
ン
グ
ボ
ー
ド
と
な
っ
た
「
山
菜
祭
り
」
の
企
画
を
う
み
だ
し
た
「
あ
じ
さ
い
ク
ラ
ブ
」
が
結
成
さ
れ
た

　
　
　
一
九
八
三
年
に
は
、
「
細
野
振
興
会
」
と
い
う
組
織
も
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
あ
じ
さ
い
ク
ラ
ブ
の
活
動
が
集
落
の
伝
統
文
化
復
興
を

　
　
志
向
し
た
の
に
対
し
、
振
興
会
が
取
り
組
ん
だ
の
は
増
加
し
つ
づ
け
る
集
落
内
の
耕
作
放
棄
地
へ
の
対
応
だ
っ
た
。
国
の
減
反
政

　
　
策
に
協
力
し
て
転
作
地
に
充
て
た
水
田
が
、
保
全
管
理
も
お
こ
な
わ
れ
な
い
ま
ま
荒
れ
放
題
に
さ
れ
、
集
落
全
体
の
景
観
も
様
変

　
　
わ
り
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
非
耕
作
地
の
放
棄
は
水
や
農
道
の
管
理
に
も
重
大
な
支
障
を
来
た



　
　
　
　
　
す
こ
と
に
な
る
。
振
興
会
で
は
、
高
齢
で
農
作
業
が
困
難
に
な
っ
た
農
業
者
や
、
相
続
等
に
よ
っ
て
土
地
の
所
有
権
を
も
ち
な
が

　
　
　
　
　
ら
町
外
に
居
住
す
る
い
わ
ゆ
る
「
不
在
地
主
」
に
た
い
し
、
作
業
受
託
を
提
案
し
て
農
業
環
境
の
保
全
に
つ
と
め
て
き
た
。
ト
ラ

　
　
　
　
　
ク
タ
ー
三
台
の
共
同
購
入
．
利
用
な
ど
機
械
の
共
有
化
も
は
か
っ
て
い
る
。
同
時
に
、
九
五
年
度
に
は
土
地
利
用
計
画
の
策
定
に

　
　
　
　
　
着
手
し
、
集
落
に
散
在
す
る
圃
場
の
選
別
と
広
葉
樹
の
植
林
に
よ
る
生
態
系
の
保
全
を
目
指
し
て
着
実
に
農
業
基
盤
の
整
備
を
す

　
　
　
　
　
す
め
て
き
た
。
隣
接
し
あ
う
数
枚
の
棚
田
を
「
団
地
」
と
し
て
く
く
り
、
団
地
ご
と
に
共
同
利
用
で
き
る
保
水
池
の
整
備
を
す
す

　
　
　
　
　
め
、
耕
作
続
行
が
可
能
な
圃
場
を
選
別
し
て
集
落
の
農
家
全
体
で
守
っ
て
い
く
態
勢
を
構
築
す
べ
く
、
合
意
形
成
を
は
か
っ
て
き

　
　
露
た
。
一
部
の
「
団
地
」
で
は
、
育
苗
の
段
階
か
ら
の
作
業
共
同
を
実
現
し
て
い
る
・
　
，

　
　
勧

　
　
と

　
　
活
　
　
三
－
二
　
朴
の
木
地
区
の
概
要

　
　
　

　
　
繊
　
朴
の
木
地
区
は
安
塚
町
の
町
場
か
ら
車
で
三
〇
分
ほ
ど
長
野
県
境
に
入
っ
た
山
の
な
か
に
位
置
す
る
。
安
塚
町
の
な
か
で
も
比

　
　
掲
　
　
較
的
ア
ク
セ
ス
が
不
便
な
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
　
㈱
　
表
4
に
よ
る
と
、
朴
の
木
地
区
の
人
・
と
世
帯
数
は
、
冗
五
五
年
に
三
九
九
人
、
六
七
戸
で
あ
っ
た
が
・
一
九
六
五
年
に
は

　
　
す

　
　
齢
　
三
一
九
人
、
六
六
戸
、
一
九
七
五
年
に
は
二
〇
六
人
、
五
二
戸
、
一
九
八
五
年
に
は
一
四
七
人
、
四
四
戸
、
一
九
九
五
年
に
は
一

　
　
　
　
　
〇
一
人
、
三
二
戸
と
減
少
し
て
き
た
。
人
ロ
、
世
帯
と
も
一
九
六
五
年
か
ら
七
五
年
に
か
け
て
も
っ
と
も
減
少
し
て
い
る
が
、
現

　
　
　
　
　
在
ま
で
ず
っ
と
減
少
し
つ
づ
け
て
い
る
。
農
家
人
口
の
推
移
（
表
6
）
を
み
る
と
、
細
野
地
区
と
同
様
に
、
八
〇
年
か
ら
九
五
年

　
　
　
　
　
の
問
で
六
〇
歳
以
上
人
口
割
合
が
二
一
・
五
％
か
ら
四
六
・
二
％
へ
と
上
昇
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
一
九
九
九
年
の
夏
に
実
施
し
た
面
接
調
査
で
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
朴
の
木
地
区
で
は
二
一
戸
で
あ
る
。
そ
の
類

　
　
　
　
　
型
別
の
内
訳
は
、
夫
婦
の
み
の
世
帯
が
＝
戸
、
夫
婦
が
子
と
同
居
し
て
い
る
世
帯
が
五
戸
、
配
偶
者
と
死
別
し
た
高
齢
者
が
子

、
正
と
同
居
し
て
い
る
世
帯
が
四
戸
、
単
独
世
帯
が
二
戸
と
な
っ
て
い
る
。
表
5
に
み
る
よ
う
に
、
高
齢
者
が
い
る
世
帯
が
一
九
戸
で
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全
体
の
九
割
を
占
め
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
六
戸
（
二

　
　
入
・
六
％
）
を
占
め
て
い
る
。
地
区
の
高
齢
人
口
比
率
は

　
　
四
三
．
○
％
で
あ
る
。
高
齢
者
の
い
る
世
帯
数
は
一
九
戸

　
　
　
で
、
九
割
を
越
え
て
い
る
。

　
　
　
表
8
は
朴
の
木
地
区
の
お
お
よ
そ
の
経
緯
を
記
し
た
も

　
　
　
の
で
あ
る
。
一
九
六
七
年
に
県
単
の
事
業
で
農
道
を
整
備

輯
　
し
た
後
、
一
九
七
六
年
か
ら
八
一
年
に
か
け
て
、
地
滑
り

ユ鋤
対
策
を
兼
ね
て
圃
場
整
備
を
お
こ
な
っ
た
。
ま
た
、
死

究
　
八
四
年
の
新
潟
県
山
間
地
域
活
性
化
事
業
で
二
六
馬
力
の

研
　
　
ト
ラ
ク
タ
ー
を
八
戸
が
共
同
で
購
入
し
た
。
か
か
っ
た
費

榊
用
は
、
七
・
％
の
補
助
が
出
た
の
で
、
＝
戸
が
八
万
円
ず

文
　
　
つ
負
担
し
た
。
そ
の
後
、
新
し
く
一
〇
戸
で
ト
ラ
ク
タ
ー

人
　
を
共
同
購
入
し
た
こ
と
か
ら
、
個
人
で
ト
ラ
ク
タ
ー
を
所

　
　

L
し
て
い
る
黍
四
戸
あ
る
。
ブ
ル
ド
ギ
は
朴
の
木
鞍

　
　
に
三
台
あ
り
、
そ
の
う
ち
言
は
地
区
の
所
有
で
、
ほ
か
⑳

　
　
の
一
台
は
二
戸
が
共
同
で
除
雪
用
の
ブ
ル
ド
ー
ギ
を
所
枇

　
　
有
し
て
い
る
。
残
り
の
一
台
は
個
人
所
有
で
あ
る
。
一
九
　
　
陶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヰ

　
　
九
九
年
に
は
地
区
で
除
雪
協
力
者
を
決
め
た
。
ほ
か
に
減
　
　
8

　
　
反
活
性
化
事
業
で
ソ
バ
の
加
工
場
を
つ
く
っ
た
。
　
　
　
　
　
表
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一
九
八
二
年
に
「
朴
の
木
生
産
組
ム
・
」
を
結
成
し
、
K
さ
ん
が
組
合
長
に
な
っ
た
。
充
八
五
年
に
は
農
産
加
工
場
を
建
設
し
・

　
　 @
婁
．
味
噌
．
漬
け
物
を
？
り
、
「
露
グ
孕
プ
」
と
ト
ラ
ク
タ
！
グ
孕
プ
を
結
成
し
た
・
灯
火
グ
ル
ー
プ
は
現
在
四
人

　
　
　
い
て
、
ソ
バ
を
つ
く
っ
て
い
る
。
毎
年
＝
月
に
お
こ
な
う
ソ
バ
祭
り
と
い
う
町
の
行
事
や
後
述
す
る
苗
舎
屋
L
に
ソ
バ
を
卸

　
　
　
し
て
い
る
。
代
表
者
の
K
さ
ん
竺
九
九
七
年
に
農
水
省
局
長
賞
を
、
二
〇
〇
二
年
に
は
毎
日
農
業
記
録
賞
優
良
賞
を
受
賞
し
て

　
　
　
い
る
。
ま
た
、
δ
年
前
か
ら
「
に
じ
ま
す
組
ム
・
」
を
三
戸
で
結
成
し
て
田
舎
屋
に
鱒
を
卸
し
て
い
る
・
そ
の
ほ
か
・
野
菜
を
卸

　
　
　
す
野
菜
グ
ル
ー
プ
と
、
山
菜
を
販
売
し
た
り
す
る
山
菜
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。

囎
一
九
九
三
年
に
小
学
校
の
跡
地
を
利
用
し
て
町
営
の
宿
泊
嚢
「
田
舎
屋
」
享
プ
ン
し
た
・
田
舎
屋
の
開
設
は
朴
の
木
の

嫁
合
フ
づ
く
り
に
と
っ
て
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
。
こ
れ
以
降
は
田
舎
屋
を
核
に
し
て
ム
ラ
づ
く
り
が
動
き
は
じ
め
た
の
で
あ
る
・

蠕
小
規
模
で
は
あ
る
も
の
の
食
事
づ
く
り
や
宿
直
と
い
っ
た
雇
用
が
生
ま
れ
、
住
民
は
田
舎
屋
の
響
へ
の
参
加
を
通
し
て
ム
ラ
づ

繊
く
り
に
か
か
わ
る
よ
・
つ
に
な
っ
た
。
里
．
屋
響
協
議
会
委
員
は
隣
接
す
る
菅
沼
と
朴
の
木
の
一
竜
区
の
住
民
で
構
成
さ
れ
て
お

肪
　
り
、
こ
の
う
ち
朴
の
木
か
ら
は
、
選
挙
で
選
出
さ
れ
た
一
〇
名
と
組
長
三
名
が
加
わ
っ
て
い
る
。

畑
里
、
屋
の
開
設
を
籍
と
す
る
ム
ラ
ぞ
り
の
動
き
は
、
「
朴
の
木
を
考
え
る
会
」
の
結
成
に
発
展
す
る
・
こ
れ
は
・
村
び
と
の
有

財
志
が
集
、
つ
か
た
ち
で
充
九
九
年
に
発
足
し
た
も
の
で
あ
る
。
町
は
二
…
年
度
に
棄
落
魅
力
発
見
事
業
L
を
開
始
し
・
各

　
　
集
落
に
活
性
化
対
策
の
ア
イ
デ
ア
を
募
っ
て
い
る
。
朴
の
木
で
は
「
考
え
る
会
」
が
中
心
と
な
っ
て
」
の
事
業
に
応
募
す
る
ア
イ
デ

　
　
ア
を
め
ぐ
る
話
し
ム
ロ
い
が
も
た
れ
て
い
る
。
町
が
導
入
し
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
す
†
も
、
朴
の
木
で
は
四
世
帯
が
参
加
し
て
い
る
・

　
　
　
六
人
い
た
中
学
生
と
小
学
生
が
二
〇
〇
〇
年
に
は
三
人
に
な
る
た
め
、
朴
の
木
の
子
供
会
竺
九
九
九
年
に
解
散
し
た
・
老
人

　
　
ク
一
フ
ブ
は
薬
生
会
L
と
い
・
つ
名
前
で
、
六
・
歳
以
上
の
人
が
道
に
花
を
植
え
る
手
伝
い
と
草
取
り
・
氏
神
神
社
の
掃
除
な
ど
を

　
　
し
て
い
る
。
婦
人
会
は
活
動
し
て
い
な
い
。
主
目
壮
年
会
は
五
〇
歳
以
下
の
男
性
の
集
ま
り
で
、
小
正
月
の
サ
イ
ノ
カ
ミ
の
行
事
を

π
し
て
い
る
。
消
防
団
は
二
・
歳
か
ら
五
・
歳
ま
で
の
男
子
か
ら
蔑
さ
れ
て
い
る
が
・
朴
の
木
に
は
三
。
歳
代
の
男
子
七
名
が
い
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て
、
四
つ
の
集
落
で
一
つ
の
部
署
を
な
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
二
〇
年
以
上
前
に
、
個
人
的
な
集
ま
り
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
七
組

　
　
の
夫
婦
が
「
め
お
と
会
」
を
結
成
し
て
い
る
。

　
　
　
朴
の
木
地
区
の
行
政
機
構
は
、
区
長
と
副
区
長
、
会
計
が
そ
れ
ぞ
れ
一
名
ず
つ
、
そ
の
ほ
か
消
防
係
二
名
、
労
務
資
材
係
一
名
、

　
　
環
境
整
備
を
兼
ね
た
企
画
係
一
名
、
町
道
維
持
管
理
係
四
名
か
ら
な
っ
て
い
る
。
以
前
は
ほ
か
に
農
家
組
合
長
が
い
た
が
、
現
在

　
　
は
副
区
長
が
兼
務
し
て
い
る
。
以
前
は
六
つ
に
分
か
れ
て
い
た
組
は
、
世
帯
の
減
少
に
伴
っ
て
一
九
九
九
年
現
在
三
組
に
再
編
さ

　
　
れ
て
い
る
。

輯
　
　
　
現
在
の
区
費
は
一
戸
平
均
で
五
万
円
ほ
ど
で
あ
る
。
か
つ
て
は
世
帯
数
割
と
固
定
資
産
割
と
所
得
割
の
三
つ
で
判
断
し
て
い
た

ユ剃
　
　
が
、
現
在
は
所
得
割
に
一
本
化
し
て
い
る
。
道
普
請
は
七
月
に
草
刈
り
が
あ
る
。
出
不
足
金
は
昔
か
ら
徴
収
し
て
い
な
か
っ
た
。

究
　
　
ま
た
、
高
齢
者
世
帯
は
道
並
日
請
が
免
除
さ
れ
て
い
る
。

研
　
　
　
ム
ラ
の
神
社
は
神
明
社
と
い
い
、
拝
殿
が
な
く
小
さ
な
祠
が
あ
る
だ
け
で
、
御
神
体
は
神
明
と
八
幡
が
合
祀
し
て
あ
る
。
氏
子

酵
総
代
は
区
長
が
霧
し
て
お
り
、
祭
祀
の
経
費
竺
豆
五
・
・
円
徴
収
し
て
賄
っ
て
い
る
・

文
　
　
安
塚
町
で
は
同
族
を
ヤ
ウ
チ
と
称
し
て
い
る
。
ヤ
ウ
チ
に
は
チ
カ
イ
ヤ
ウ
チ
と
ト
オ
イ
ヤ
ウ
チ
が
あ
る
が
・
チ
ヵ
イ
ヤ
ウ
チ
惹

人
け
で
は
行
事
が
で
き
な
い
た
め
現
在
で
は
ト
オ
イ
ヤ
ウ
チ
を
含
め
て
い
る
・
・
」
う
し
た
ヤ
ウ
チ
は
・
朴
の
木
で
は
現
在
六
つ
あ
る
・

　
　
こ
の
う
ち
、
ナ
カ
ノ
ヤ
シ
キ
は
、
小
山
姓
が
三
戸
、
松
苗
姓
が
二
戸
、
石
塚
姓
が
一
戸
の
計
六
戸
で
あ
る
。
こ
の
ヤ
ウ
チ
を
構
成

　
　
す
る
戸
数
は
戦
前
に
は
二
〇
戸
く
ら
い
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
三
分
の
一
く
ら
い
ま
で
戸
数
が
減
少
し
て
い
る
。

　
　
　
か
つ
て
は
農
作
業
の
ユ
イ
や
手
伝
い
は
チ
カ
イ
ヤ
ウ
チ
や
シ
ン
ル
イ
と
お
こ
な
っ
た
。
こ
れ
は
無
償
で
あ
っ
た
。
そ
の
代
わ
り

　
　
に
、
春
に
「
礼
呼
び
」
を
し
た
。
結
婚
式
は
ヤ
ウ
チ
の
み
出
席
す
る
が
、
葬
式
は
ヤ
ウ
チ
は
別
に
お
包
み
し
、
ほ
か
の
人
は
生
活

　
　
改
善
で
千
円
と
決
ま
っ
て
い
る
。
ヤ
ウ
チ
の
数
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
一
九
九
八
年
の
春
の
総
会
で
近
隣
組
が
代
わ
っ
て

　
　
協
力
す
る
よ
う
に
打
ち
合
わ
せ
て
決
め
た
。



　
　
　
　
　
　
　
四
家
の
変
容

　
　
　
　
本
節
で
は
、
充
九
九
年
の
調
査
で
得
ら
れ
套
丁
タ
を
手
が
か
り
と
し
て
、
細
野
と
朴
の
木
の
二
地
区
に
お
け
る
家
の
現
状

　
　
　
を
概
観
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
す
で
に
概
況
で
ふ
れ
た
よ
・
つ
に
、
充
九
九
年
時
占
…
に
お
け
る
細
野
朴
の
木
両
地
区
の
高
齢
人
旦
⊥
ハ
五
歳
以
上
）
比
率
は
・

囎
そ
れ
曙
れ
四
五
．
五
％
、
四
三
．
。
％
と
、
安
塚
町
全
笙
九
九
五
年
）
の
二
八
・
五
％
を
大
き
岳
っ
て
い
る
・
安
塚
町

嫁
じ
た
レ
の
高
齢
人
昆
率
も
全
国
平
均
と
く
ら
べ
て
相
当
古
同
い
が
、
両
地
区
の
高
齢
化
は
そ
の
町
よ
り
も
さ
ら
に
先
行
的
に
進
展

蜻
し
て
い
る
。
従
属
合
指
数
（
生
産
年
齢
人
・
⊥
・
○
）
を
み
て
も
、
細
野
が
一
・
二
・
六
・
朴
の
木
が
八
五
゜
七
と
・
町

載
（
一
九
九
五
）
の
七
三
．
三
よ
り
さ
ら
に
高
い
値
で
あ
る
。
年
少
（
蓋
歳
未
満
）
人
・
は
細
野
で
五
三
％
・
朴
の
木
で
三
二

肪
％
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
、
㌧
と
か
ら
、
従
属
人
・
の
大
方
に
寄
与
し
て
い
る
の
は
高
齢
層
で
あ
る
・
数
値
だ
け
で
み
る
と
・
細
野

描
地
区
の
ば
あ
い
、
す
で
に
現
役
世
代
天
が
天
の
高
齢
者
を
支
え
る
状
況
が
で
て
き
て
い
る
・
朴
の
木
で
も
現
役
世
代
の
負
担

瞬
　
　
が
き
わ
め
て
重
い
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

　
　 @
つ
ぎ
に
世
帯
を
単
位
と
し
て
高
齢
化
の
状
況
を
み
て
み
よ
う
（
表
5
）
。
高
齢
者
の
い
毒
帯
は
、
細
野
地
区
で
八
割
・
朴
の
木

　
　
地
区
で
は
ほ
ぼ
九
割
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
・
つ
ち
、
細
野
地
区
の
三
世
帯
、
朴
の
木
地
区
の
六
世
帯
で
は
・
す
で
に
世
帯
主
が
子

　
　
に
　
　
わ
り
し
て
い
る
む

　
　
　
子
と
の
同
居
率
は
い
ず
れ
も
五
割
前
後
で
、
残
り
の
半
数
は
夫
婦
世
帯
と
単
独
世
帯
（
両
地
区
い
ず
れ
の
ケ
書
ス
も
七
五
歳
以

9
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
）
で
あ
る
．
呆
全
国
で
は
ご
九
入
・
年
代
以
降
、
同
居
率
竺
貫
し
て
減
少
ト
レ
ン
ド
に
あ
り
・
厚
生

－
省
の
国
民
生
活
基
礎
調
査
に
よ
れ
ば
、
高
齢
者
の
子
と
の
同
暴
は
八
・
年
に
は
六
九
・
・
％
で
あ
っ
た
が
・
九
九
年
に
は
四
九
゜
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三
％
と
五
割
を
割
り
込
ん
だ
。
両
地
区
の
数
値
は
、
ほ
ぼ
こ
れ
と
同
水
準
に
あ
る
。
中
山
間
地
の
家
族
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、

　
　
同
居
率
が
と
く
に
高
い
わ
け
で
は
な
い
。

　
　
　
代
替
わ
り
せ
ず
に
既
婚
子
と
同
居
し
て
い
る
世
帯
（
い
わ
ゆ
る
「
直
系
家
族
世
帯
」
）
で
は
、
両
地
区
と
も
す
べ
て
の
ケ
ー
ス
が

　
　
長
男
夫
婦
と
の
同
居
と
な
っ
て
お
り
、
近
年
都
市
部
を
中
心
に
増
加
し
て
い
る
娘
夫
婦
と
の
同
居
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
点
で
、

　
　
家
を
長
男
が
継
承
す
る
形
態
は
根
強
く
残
っ
て
い
る
。
今
後
の
同
居
意
向
に
つ
い
て
た
ず
ね
た
結
果
を
み
て
も
、
長
男
と
の
同
居

　
　
を
望
む
声
は
多
く
聞
か
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
設
問
に
つ
い
て
は
未
定
と
の
回
答
も
目
立
ち
、
長
男
と
同
居
す
る
に
し
て
も
現
在

輯
　
　
暮
ら
す
家
に
長
男
家
族
が
入
っ
て
く
る
か
た
ち
を
考
え
て
い
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
の
で
、
そ
の
点
は
留
意
す
惹
必
要
が
あ
る
。
家

ユ剃
　
業
で
あ
る
農
業
の
後
継
問
題
に
つ
い
て
た
ず
ね
た
結
果
で
は
、
細
野
地
区
の
一
二
世
帯
（
四
八
．
○
％
）
、
朴
の
木
地
区
の
＝
ご
世

究
　
帯
（
六
一
．
九
％
）
が
「
自
分
の
代
で
終
わ
り
に
す
る
」
と
回
答
し
て
お
り
、
細
野
で
五
割
、
朴
の
木
で
は
六
割
の
世
帯
が
、
家

研
　
業
も
ふ
く
む
「
家
督
」
の
す
べ
て
を
子
に
継
承
で
き
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

酵
家
意
識
を
め
ぐ
る
状
況
は
、
本
分
家
関
係
の
現
状
か
ら
も
推
察
で
き
る
．
本
家
が
他
出
し
た
と
回
管
た
世
帯
は
、
細
野
で
七

文
　
世
帯
（
二
八
・
○
％
）
、
朴
の
木
で
は
一
五
世
帯
（
七
一
・
四
％
）
に
の
ぼ
る
。
分
家
に
つ
い
て
も
、
集
落
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

人
　
の
は
細
野
で
九
世
帯
（
全
分
家
の
三
四
・
六
％
）
、
朴
の
木
で
二
世
帯
（
同
じ
く
九
゜
一
％
）
に
す
ぎ
な
い
。
ヤ
ウ
チ
の
数
を
み
る

　
　
と
、
細
野
で
は
最
頻
値
が
一
つ
（
七
世
帯
二
八
・
○
％
）
、
朴
の
木
で
は
四
つ
と
五
つ
（
各
五
世
帯
二
三
・
八
％
）
と
、
細
野
地

　
　
区
で
は
と
く
に
少
な
い
数
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
親
族
関
係
が
地
域
社
会
の
基
軸
を
な
し
て
い
る
と
は
も
は

　
　
や
い
え
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
両
地
区
と
も
、
家
を
単
位
と
し
て
地
域
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
構
を
維
持

　
　
し
て
い
く
条
件
は
か
な
り
の
部
分
く
ず
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
親
族
集
団
が
担
保
し
て
き
た
生
活
扶
助
機
能
を
代

　
　
替
す
る
仕
組
み
を
立
ち
上
げ
る
必
要
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
と
も
い
え
る
。

　
　
　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
家
は
、
家
業
の
継
承
と
い
う
面
で
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
い
局
面
を
迎
え
て
お
り
、
ま
た
地
域
社
会
関
係



の
維
持
と
い
う
面
で
も
そ
の
重
要
性
は
相
当
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

五
　
親
世
帯
と
別
居
子
と
の
世
帯
関
係
の
事
例
と
考
察

（

　
　
　
こ
の
節
で
は
、
朴
の
木
地
区
に
お
け
る
親
世
帯
と
別
居
子
と
の
世
帯
関
係
の
事
例
を
紹
介
し
、
親
世
帯
と
別
居
子
と
の
世
帯
関

　
　
係
を
よ
り
具
体
的
に
検
討
し
た
い
。

魏
　
　
ヤ
ウ
チ
関
係
が
す
で
に
ほ
ぼ
解
体
さ
れ
て
い
る
細
野
に
く
ら
べ
、
朴
の
木
で
は
ヤ
ウ
チ
や
ト
ナ
リ
と
い
っ
た
従
来
型
の
社
会
関

駒
　
係
が
残
存
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
か
え
っ
て
、
朴
の
木
の
事
例
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
山
村
の
地
域
生
活
と
家
に
生
じ
て
い
る

と活
　
変
化
の
深
度
を
測
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
注
記
し
た
箇
所
を
除
き
、
年
齢
等
の
記
述
内
容
は
一
九
九
九
年
の
調
査
時

生域
　
点
の
も
の
で
あ
る
。

地
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兜

け
串
　
　
五
1
一
　
親
世
帯
と
別
居
子
と
の
世
帯
関
係
の
事
例

れ餅
　
　
〔
事
例
↓

　
　
　
　
一
九
二
四
年
生
ま
れ
で
七
五
歳
の
世
帯
主
の
父
親
と
一
九
二
五
年
生
ま
れ
で
七
四
歳
の
そ
の
妻
と
世
帯
主
夫
婦
と
そ
の
子
が
同

　
　
居
し
て
い
る
。
世
帯
主
の
父
親
は
土
木
建
築
業
、
母
親
は
農
業
に
従
事
し
、
農
閑
期
に
は
二
人
と
も
土
木
作
業
に
従
事
し
て
き
た

　
　
が
、
現
在
父
親
は
体
調
を
崩
し
て
お
り
、
母
親
が
看
病
に
あ
た
っ
て
い
る
。
世
帯
主
は
一
九
四
入
年
生
ま
れ
で
五
一
歳
、
農
業
の

　
　
ほ
か
に
内
装
業
に
従
事
し
、
妻
は
一
九
五
一
年
生
ま
れ
で
四
九
歳
、
縫
製
業
に
携
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
次
女
か
ら
四
女
ま
で

　
　
の
就
学
中
の
娘
三
人
の
計
七
名
が
同
居
し
て
い
る
。
高
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
一
九
歳
の
長
女
一
人
だ
け
は
長
岡
市
で
働
い
て

2
1@
い
る
。
子
は
娘
の
み
で
あ
る
が
、
娘
に
婿
を
と
っ
て
跡
を
継
い
で
も
ら
う
つ
も
り
は
な
い
と
い
う
。
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2@
　
世
帯
主
の
両
親
は
孫
に
小
遣
い
を
年
間
に
少
し
わ
た
し
て
い
る
く
ら
い
で
、
家

　
　
計
は
世
帯
主
夫
婦
が
担
っ
て
い
る
。
長
女
は
年
に
一
回
帰
っ
て
く
る
が
、
正
月
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
　
盆
は
仕
事
の
関
係
で
帰
れ
な
い
。
親
は
長
女
に
一
、
二
か
月
に
一
回
く
ら
い
連
絡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
憾

　
　
を
と
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
°
生

　
　
@
世
帯
主
は
・
「
女
は
家
に
い
て
ば
か
り
で
か
わ
い
そ
つ
だ
」
と
思
い
・
近
所
の
親
輔
　
　
　
　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ダ
じ

　
　
し
い
夫
婦
に
声
を
か
け
、
つ
こ
う
四
組
が
集
ま
っ
て
「
千
円
会
」
を
つ
く
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
納
抑
桐

輯
そ
の
三
年
後
に
「
め
お
と
会
」
に
改
称
し
て
す
で
些
δ
年
経
つ
．
会
費
と
し
て
　
　
　
　
○
鋼
齢
キ
以

ユ
n
　
月
額
一
人
千
円
を
徴
収
し
、
そ
の
積
立
金
で
年
一
回
旅
行
に
出
か
け
て
い
る
。
会

第究
　
　
の
メ
ン
バ
ー
は
現
在
九
組
に
増
え
た
。
そ
の
う
ち
現
在
も
朴
の
木
に
残
っ
て
い
る
家
は
八
戸
で
、
当
初
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
一
戸
が

研
　
山
を
降
り
て
い
る
。
残
っ
た
八
戸
の
う
ち
で
も
二
戸
で
は
若
い
人
が
す
で
に
山
を
降
り
て
い
る
。

榊
ヤ
ウ
チ
を
蔑
し
て
い
る
世
帯
は
五
戸
あ
る
費
そ
9
つ
ち
の
二
戸
竺
九
九
八
年
に
隣
村
の
浦
川
原
村
に
移
転
し
た
の
で
四

文
　
戸
に
な
っ
た
。
事
例
6
は
そ
の
ヤ
ウ
チ
の
一
戸
で
あ
る
。
葬
式
の
み
ヤ
ウ
チ
と
は
付
き
合
っ
て
い
る
。
年
始
参
り
の
行
き
来
は
ハ

人
　
　
一
九
八
〇
年
代
前
半
く
ら
い
か
ら
な
く
な
っ
た
。

　
　
　
除
雪
機
を
三
戸
で
共
同
購
入
し
た
が
、
う
ち
一
戸
が
離
村
し
て
現
在
は
近
隣
の
家
と
二
戸
で
共
用
し
て
い
る
。

○
　
℃
＝
ー
△
△

○
○
○

○
鋼

　
〔
事
例
2
〕

　
一
九
二
六
年
生
ま
れ
の
七
三
歳
の
世
帯
主
と
、
同
じ
く
一
九
二
六
年
生
ま
れ
の
七
三
歳
の
妻
の
二
人
暮
ら
し
。
世
帯
主
は
長
年

町
議
会
議
員
を
務
め
、
今
は
引
退
し
て
農
業
に
従
事
し
て
い
る
。
ほ
か
に
地
域
館
長
の
経
歴
も
も
っ
て
い
る
。
妻
は
ず
っ
と
農
業

に
従
事
し
て
き
た
。
田
の
耕
作
は
一
町
三
反
、
畑
は
五
反
、
山
林
は
二
町
あ
る
。
コ
ン
バ
イ
ン
と
田
植
機
は
個
人
で
所
有
し
、
ト



　
　
ラ
ク
タ
ー
は
一
〇
戸
か
ら
な
る
生
産
組
合
で
共
同
所
有
し
て
い
る
。
畑
は
妻
が
、
田
は
夫
と
長
男
が
、

　
　
そ
れ
ぞ
れ
耕
作
し
て
い
る
。
ヤ
ウ
チ
の
な
か
で
二
戸
が
手
伝
い
に
来
る
。

　
　
　
本
家
は
一
〇
〇
年
ほ
ど
前
に
他
出
し
て
現
在
の
消
息
は
不
明
。
分
家
は
数
戸
あ
っ
た
が
す
べ
て
他

　
　
出
し
、
一
戸
を
除
い
て
ほ
か
の
家
は
わ
か
ら
な
い
。
ヤ
ウ
チ
は
六
戸
で
、
す
べ
て
他
出
し
た
本
家
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
分
家
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
例

　
　
　
世
帯
主
は
長
男
で
・
ほ
か
に
キ
ョ
ウ
ダ
イ
が
三
人
い
る
・
長
姉
は
牧
村
・
次
姉
は
安
塚
町
・
弟
は
事

麟
東
京
に
そ
れ
ぞ
れ
住
ん
で
い
る
。
盆
に
は
東
京
に
住
ん
で
い
る
弟
を
除
い
た
姉
二
人
が
墓
参
り
に
来

劒
　
　
る
。
農
作
業
の
手
伝
い
に
は
キ
ョ
ウ
ダ
イ
は
誰
も
来
な
い
。

と活
　
　
世
帯
主
夫
婦
に
は
子
が
五
人
い
る
。
長
男
は
一
九
五
二
年
生
ま
れ
の
四
七
歳
で
上
越
市
に
居
住
し
、

生地

△
闘

△
副

○
編

△
越

○
牧

域
　
消
防
署
に
勤
務
し
て
い
る
。
こ
の
長
男
は
、
三
日
に
一
回
く
ら
い
顔
を
見
せ
、
田
植
え
や
稲
刈
り
な
ど
の
農
作
業
の
手
伝
い
に
も

掲
　
来
る
。
世
帯
主
も
長
男
は
跡
継
ぎ
な
の
で
な
に
か
と
相
談
し
て
い
る
と
い
う
。
長
女
は
一
九
五
〇
年
生
ま
れ
の
四
九
歳
で
近
く
の

こ
お@
牧
村
に
居
住
し
、
安
塚
の
農
協
に
勤
務
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
四
日
に
一
回
く
ら
い
お
か
ず
な
ど
を
買
っ
て
訪
れ
る
。
農
作
業

脳瞬
　
　
の
手
伝
い
に
は
来
な
い
が
、
盆
や
正
月
に
は
来
る
。
次
男
は
一
九
五
五
年
生
ま
れ
の
四
四
歳
で
富
山
県
に
、
三
男
は
一
九
六
二
年

　
　
生
ま
れ
で
長
野
県
に
、
次
女
は
一
九
五
四
年
生
ま
れ
の
四
五
歳
で
群
馬
県
に
そ
れ
ぞ
れ
住
ん
で
い
る
。
遠
く
に
い
る
子
の
う
ち
で

　
　
三
男
だ
け
が
盆
に
来
て
墓
参
り
を
す
る
。

　
　
　
世
帯
主
夫
婦
は
、
身
体
が
動
け
な
く
な
っ
た
ら
、
上
越
市
の
長
男
の
家
に
移
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
〔
事
例
3
〕

2
3
@
　
世
帯
主
は
一
九
二
八
年
生
ま
れ
の
七
一
歳
、
妻
は
一
九
二
七
年
生
ま
れ
の
七
二
歳
で
二
人
暮
ら
し
。
現
在
の
世
帯
主
で
四
代
目



2
4
@
に
あ
た
る
。
世
帯
主
は
東
京
で
生
ま
れ
、
二
歳
の
と
き
に
朴
の
木
に
帰
っ
て
き
た
。
学
校
卒
業
後
、

　
　
名
古
屋
で
一
〇
年
ほ
ど
出
稼
ぎ
し
、
そ
の
後
二
〇
年
ほ
ど
鉄
道
の
下
請
け
に
従
事
し
た
。
妻
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吋

　
　
結
婚
前
は
冬
場
に
女
中
奉
公
に
行
っ
て
い
た
が
・
結
婚
後
は
ず
っ
と
肇
に
従
事
し
て
き
た
・
　
　
　
○
鯨

　
　
　
田
竺
町
反
、
畑
は
三
畝
、
転
作
に
充
て
て
い
る
分
が
夏
入
畝
ほ
ど
あ
る
。
山
林
は
一
町
3
0
　
△
矧

　
　
繽
蒲
L
し
て
い
る
．
コ
ン
バ
イ
ン
は
個
人
所
有
で
あ
る
が
、
ト
一
フ
ク
タ
ー
は
δ
戸
で
共
同
所
有
闘
餅
　
△
順

　
　
し
て
い
る
。
田
植
機
は
チ
ヵ
イ
ヤ
ウ
チ
の
一
戸
と
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
は
ヤ
ゥ
チ
の
一
戸
と
そ
れ
ぞ
　
．
　
　
　
　
　
　
　
浦

輯
れ
共
同
所
有
し
て
い
る
。
田
は
世
帯
主
が
主
に
作
業
し
、
畑
は
妻
が
主
に
し
て
い
る
・
夫
は
鱒
の
　
　
　
△
瓢

　
1
1@
養
殖
も
し
て
い
る
。

　究
　
　
子
は
四
人
で
、
長
男
は
一
九
五
〇
年
生
ま
れ
の
四
八
歳
で
奈
良
県
に
、
次
男
は
一
九
五
一
年
生
ま
れ
の
四
七
歳
で
浦
川
原
村
に
・

研
　
　
三
男
は
一
九
五
三
年
生
ま
れ
の
四
六
歳
で
神
奈
川
県
に
、
長
女
は
一
九
五
六
年
生
ま
れ
の
四
二
歳
で
神
奈
川
県
に
そ
れ
ぞ
れ
住
ん

榊
で
い
る
．
長
男
は
百
姓
を
し
た
く
な
い
の
で
家
を
出
た
．
次
男
は
上
越
市
に
霧
し
て
い
る
・
次
男
の
妻
は
贅
で
・
次
男
夫
婦

文
　
　
の
三
人
の
子
は
い
ず
れ
も
就
学
中
で
あ
る
。
こ
の
次
男
は
一
時
期
朴
の
木
で
両
親
と
同
居
し
て
い
た
が
、
子
が
大
き
く
な
り
不
便

人
に
な
っ
た
の
で
、
近
隣
の
浦
川
原
村
に
転
居
し
た
。
こ
う
し
た
事
情
か
ら
・
両
親
は
次
男
が
跡
継
ぎ
に
な
る
と
了
解
し
て
い
る
・

　
　
　
盆
と
正
月
に
は
次
男
以
外
は
帰
省
し
て
来
な
い
。
し
か
し
、
墓
参
り
に
は
盆
を
外
し
て
来
る
。
農
作
業
の
手
伝
い
に
来
る
の
も

　
　
次
男
だ
け
で
あ
る
。
電
話
の
や
り
と
り
も
、
次
男
の
家
と
は
頻
繁
に
あ
る
が
、
ほ
か
の
子
た
ち
と
は
時
た
ま
あ
る
だ
け
だ
。
世
帯

　
　
主
夫
婦
は
四
人
の
子
に
米
や
餅
、
椰
子
な
ど
を
毎
年
宅
急
便
で
送
っ
て
い
る
。
四
人
の
子
は
両
親
に
生
活
費
や
小
遣
い
の
補
助
な

　
　
ど
は
し
て
い
な
い
。
将
来
、
土
地
と
農
地
は
次
男
に
管
理
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
希
望
を
も
っ
て
い
る
。

　
　
　
ヤ
ウ
チ
は
、
チ
カ
イ
ヤ
ウ
チ
が
四
戸
、
ト
オ
イ
ヤ
ウ
チ
が
一
戸
の
計
五
戸
あ
る
。
ヤ
ウ
チ
と
は
結
婚
式
と
葬
式
の
と
き
に
は
出

　
　
席
す
る
。
農
作
業
は
ヤ
ウ
チ
ど
う
し
で
手
伝
い
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
〇
年
代
に
機
械
化
さ
れ
て
か
ら
は
手
伝
い
に
い
か
な
く
な
っ



た
。
年
始
参
り
も
昔
は
い
っ
た
が
、
現
在
は
い
か
な
く
な
っ
た
。

　
世
帯
主
に
は
頻
繁
に
酒
を
飲
み
合
う
親
し
い
友
人
が
い
る
。
そ
の
な
か
に
ト
ナ
リ
の
家
の
世
帯
主
と
そ
の
妻
が
お
り
、
夫
婦
ど

う
し
で
よ
く
旅
行
に
出
か
け
る
。

　
　
　
　
〔
事
例
4
〕

　
　
　
世
帯
主
は
一
九
四
三
年
生
ま
れ
の
五
六
歳
、
妻
は
一
九
四
八
年
生
ま
れ
の
五
一
歳
で
、
一
九
七
六
年
生
ま
れ
で
二
三
歳
の
長
男

魏
と
充
七
四
年
生
ま
れ
で
二
五
歳
の
次
女
、
そ
れ
と
充
充
年
生
ま
れ
で
八
・
歳
の
母
親
の
計
五
人
が
同
居
し
て
い
る
（
注
記
｝

勧
母
親
は
二
…
年
に
亡
く
な
っ
た
）
．
一
・
・
年
ほ
ど
前
に
分
家
し
現
在
の
世
帯
主
で
一
二
代
目
に
な
る
・
本
家
は
昭
和
二
。
年
代

と蠕
に
他
出
し
て
埼
玉
県
に
住
ん
で
い
る
。
世
帯
主
の
父
親
の
弟
が
昭
和
三
・
年
代
に
近
隣
の
大
島
村
に
分
家
し
て
い
る
。

繊
　
　
世
帯
主
は
学
校
卒
業
後
、
東
京
の
問
屋
で
注
文
取
り
の
仕
事
を
し
、
そ
の
後
名
古
屋
で
菓
子
製
造
に
携
わ
っ
た
の
ち
転
職
し
て

肪
　
電
気
店
に
勤
め
、
そ
の
後
朴
の
木
に
戻
り
安
塚
町
で
電
気
線
工
事
の
仕
事
に
就
き
、
一
九
七
一
年
か
ら
小
学
校
で
用
務
員
を
し
て

㈱
き
た
。
島
根
県
出
身
の
妻
は
、
名
古
屋
で
会
社
員
生
活
を
経
て
菓
子
屋
に
勤
め
、
結
婚
を
機
に
夫
と
と
も
に
朴
の
木
に
来
た
』

鮒
九
七
奪
以
後
は
町
で
調
理
士
の
仕
事
に
つ
き
、
一
九
九
四
年
か
ら
三
年
間
は
田
舎
屋

　
　
で
働
き
、
一
九
九
七
年
か
ら
は
町
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
勤
務
し
て
い
る
。
長
男
は
高
校
卒

業
後
も
親
と
同
居
し
、
浦
川
原
村
の
自
動
車
会
社
で
修
理
の
仕
事
に
就
い
て
い
る
。
長

女
は
高
卒
後
東
京
に
出
て
働
い
た
の
ち
、
結
婚
し
て
現
在
は
千
葉
県
に
住
ん
で
い
る
。
　
伽

次
女
は
親
と
同
居
し
な
が
ら
浦
川
原
村
の
ス
ー
パ
ー
に
勤
務
し
て
い
る
・
　
　
　
事

○

○
　
　
　
＝

＝
　
　
△

A

肪
　
に
出
後
、
朴
木
内
の
そ
の
家
に
二
年
間
奉
公
に
出
』
七
歳
か
ら
三
歳
ま
　
　
大

一
九
充
年
生
ま
れ
の
母
親
は
尋
常
小
学
校
卒
業
後
、
函
歳
で
牧
村
に
葦
間
奉
　
　
△
島

△○

公
　
た
　
の
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
千葉



2
6
@
で
は
東
京
の
呉
服
屋
で
働
い
た
。
二
二
歳
で
安
塚
に
戻
り
、
そ
の
後
二
年
間
は
農
業
に
従
事
す
る
か
た
わ
ら
冬
場
は
東
京
の
呉
服

　
　
屋
に
出
稼
ぎ
に
行
っ
た
。
二
四
歳
で
結
婚
し
て
か
ら
は
農
業
に
従
事
し
て
き
た
。
現
在
の
世
帯
主
は
、
父
親
が
七
五
歳
の
と
き
に

　
　
家
長
を
譲
り
受
け
た
。

　
　
　
田
は
八
反
あ
り
、
そ
の
う
ち
三
反
を
世
帯
主
夫
婦
で
耕
作
し
て
い
る
。
転
作
は
三
反
で
池
に
鯉
を
飼
い
、
ソ
バ
を
つ
く
っ
て
い

　
　
る
。
畑
は
五
畝
で
大
根
や
白
菜
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
を
つ
く
っ
て
い
る
。
同
じ
町
の
人
と
小
作
契
約
し
て
田
を
受
託

　
　
し
て
い
る
。
受
託
料
は
一
反
一
俵
で
、
計
一
〇
俵
で
あ
る
。
農
業
は
自
分
の
代
で
終
わ
り
に
す
る
予
定
で
あ
る
。

輯
　
　
ヤ
ウ
チ
は
母
親
の
実
家
＝
戸
だ
け
で
あ
る
。
ト
オ
イ
ヤ
ウ
チ
は
な
い
。
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
ヤ
ウ
チ
が
他
出
し
た
の
で
、
近
所

ユ剃
　
　
の
家
に
依
頼
し
て
ヤ
ウ
チ
に
な
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
ヤ
ウ
チ
と
の
付
き
合
い
は
、
冠
婚
葬
祭
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
。
火
葬
場
が

究
　
大
島
村
に
移
っ
て
か
ら
は
、
そ
こ
ま
で
同
行
す
る
の
は
ヤ
ウ
チ
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。
昔
は
ヤ
ウ
チ
ど
う
し
で
農
作
業
の
手
伝
い

研
　
も
し
あ
っ
た
が
、
現
在
は
し
て
い
な
い
。
父
親
の
代
ま
で
は
年
始
参
り
や
墓
参
り
に
も
行
っ
た
も
の
だ
が
、
現
在
は
し
て
い
な
い
。

酵
長
女
は
盆
や
正
月
に
帰
省
し
て
墓
参
り
を
す
る
が
、
農
作
業
の
手
伝
い
に
は
来
な
い
．
電
話
は
毎
週
か
か
っ
ぞ
る
．
世
童

文
　
夫
婦
は
時
期
ご
と
に
米
や
野
菜
を
送
っ
て
い
る
。
長
女
か
ら
は
敬
老
の
日
な
ど
に
両
親
宛
に
衣
類
、
母
親
宛
に
は
財
布
な
ど
が
送

人
　
り
届
け
ら
れ
る
。

　
　
　
ト
ナ
リ
は
も
と
も
と
四
戸
あ
っ
た
が
、
一
九
九
八
年
に
一
戸
が
離
村
し
、
現
在
は
三
戸
（
う
ち
一
戸
は
事
例
2
の
家
）
で
あ
る
。

　
　
過
疎
化
の
進
行
と
と
も
に
ト
ナ
リ
関
係
の
意
味
あ
い
も
以
前
と
は
ず
い
ぶ
ん
様
変
わ
り
し
、
現
在
で
は
モ
ノ
を
も
ら
っ
た
ら
お
返

　
　
し
を
す
る
と
い
っ
た
、
近
所
付
き
合
い
の
よ
う
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
ト
ナ
リ
の
家
と
は
、
葬
式
時
に
一
人
だ
け
を
呼

　
　
ぶ
コ
人
呼
び
」
の
関
係
で
あ
る
。

　
　
　
世
帯
主
夫
婦
は
先
述
し
た
め
お
と
会
に
入
っ
て
お
り
、
メ
ン
バ
ー
と
は
年
六
回
ほ
ど
飲
み
会
を
開
い
て
い
る
。
こ
の
う
ち
の
三

　
　
戸
と
は
家
族
ぐ
る
み
の
付
き
合
い
で
、
お
茶
飲
み
も
頻
繁
に
し
て
い
る
。



　
世
帯
主
の
亡
き
父
親
の
母
親
で
あ
る
マ
ゴ
バ
ア
サ
ン
の
実
家
が
離
村
し
て
静
岡
に
移
っ
た
が
、
こ
の
と
き
墓
を
持
っ
て
い
か
な

か
っ
た
た
め
、
こ
の
家
の
墓
の
世
話
を
し
て
い
る
。

　
　
　
〔
事
例
5
〕

　
　
　
　
一
九
三
八
年
生
ま
れ
で
六
一
歳
の
世
帯
主
と
一
九
四
〇
年
生
ま
れ
で
五
九
歳
の
妻
、
そ
れ
と
一
九
〇
八
年
生
ま
れ
で
九
一
歳
に

　
　
な
る
世
帯
主
の
母
親
が
同
居
し
て
い
る
。
世
帯
主
は
農
業
に
従
事
し
て
い
た
が
、
昭
和
五
〇
年
代
の
後
半
か
ら
建
設
会
社
勤
務
と

露
兼
業
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
五
・
年
代
の
前
半
ま
で
、
東
京
で
の
米
屋
勤
務
・
名
古
屋
で
の
自
動
車
墾
立
の

駒
仕
事
を
経
験
し
た
。
妻
は
安
塚
町
の
別
の
集
落
か
ら
嫁
い
で
き
た
後
・
も
っ
ぱ
ら
嚢
に
従
事
し
て
き
た
・

と蠕
　
田
竺
町
五
反
所
有
し
、
二
反
二
畝
を
耕
作
し
て
い
る
。
畑
は
自
家
用
の
野
菜
づ
く
り
の
た
め
に
五
畝
ほ
ど
耕
し
て
い
る
だ
け

繊
で
あ
る
。
転
作
で
五
畝
を
池
に
し
て
鯉
を
養
殖
し
て
い
る
。
農
機
具
は
、
田
植
機
五
条
植
え
と
穀
機
二
台
、
バ
イ
ン
ダ
ー
を
所

鵬
　
有
し
て
い
る
。

㈱
　
　
本
家
の
ヤ
ウ
チ
が
す
で
に
絶
え
て
し
ま
っ
た
た
め
、
家
の
分
家
時
期
は
不
明
で
あ
る
。

す餅
　
分
家
は
あ
っ
た
が
、
み
ん
な
他
出
し
て
現
在
は
一
戸
も
い
な
い
。
ど
こ
に
移
っ
た
の
か

　
　
も
わ
か
ら
な
い
。

　
　
　
か
つ
て
た
く
さ
ん
あ
っ
た
ヤ
ウ
チ
も
、
現
在
で
は
チ
カ
イ
ヤ
ウ
チ
が
本
家
の
分
家
と
　
　
梛
　
○

　
　
孫
分
家
、
そ
れ
と
キ
ョ
ウ
ダ
イ
分
家
の
三
戸
・
ト
オ
イ
ヤ
ウ
チ
が
本
家
の
分
家
二
戸
の
事
＝

　
　
み
で
あ
る
。
冠
婚
葬
祭
の
付
き
合
い
は
チ
カ
イ
ヤ
ウ
チ
の
三
戸
だ
け
と
し
て
い
る
。
以

　
　
前
は
農
作
業
の
手
伝
い
や
年
始
参
り
も
互
い
に
し
て
い
た
が
、
現
在
は
し
て
い
な
い
。

。
東
。
京

△
旺
　
土
　
京△冨○

○
城

○
躰

△
○

東京東
越

宮
　
　
　
上

2
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世
帯
主
の
キ
ョ
ウ
ダ
イ
は
、
一
九
二
九
年
生
ま
れ
で
七
〇
歳
の
姉
が
朴
の
木
に
住
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朴
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で
お
り
、
農
業
に
従
事
す
る
か
た
わ
ら
、
ソ
バ
の
加
工
場
で
働
い
て
い
る
。
一
九
四
三
年
生
ま
れ
で
五
六
歳
の
妹
は
東
京
に
奉
公

　
　
に
出
、
結
婚
後
は
宮
城
県
に
住
ん
で
い
る
。
五
三
歳
の
妹
は
東
京
に
奉
公
に
出
、
結
婚
後
も
そ
の
ま
ま
東
京
に
住
ん
で
い
る
。
一

　
　
九
四
九
年
生
ま
れ
で
五
〇
歳
の
弟
は
埼
玉
県
に
住
ん
で
製
造
業
に
従
事
し
て
い
る
。
盆
に
は
キ
ョ
ウ
ダ
イ
全
員
が
帰
省
し
、
墓
参

　
　
り
を
し
て
い
る
。
正
月
に
来
る
の
は
朴
の
木
に
住
ん
で
い
る
一
番
上
の
姉
の
み
で
あ
る
。
農
作
業
の
手
伝
い
に
は
全
員
が
来
な
い
。

　
　
　
　
一
九
六
八
年
生
ま
れ
で
三
一
歳
の
長
男
は
、
東
京
に
住
ん
で
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
を
し
て
い
る
。
長
女
は
一
九
六
五
年
生
ま
れ

　
　
の
三
四
歳
で
、
東
京
の
化
粧
品
会
社
に
勤
務
し
た
後
、
米
国
生
活
を
経
て
、
結
婚
後
は
上
越
市
に
住
ん
で
い
る
。
一
九
七
三
年
生

輯
　
ま
れ
で
二
六
歳
の
次
女
は
独
身
で
東
京
に
住
み
、
お
茶
屋
の
店
員
を
し
て
い
る
。
長
女
と
次
女
は
盆
に
帰
省
し
て
い
る
が
、
長
男

ユ
ー
－@
は
来
な
い
。
正
月
に
は
長
女
の
み
が
来
る
。
農
作
業
の
手
伝
い
に
は
誰
も
来
な
い
。
電
話
は
長
女
と
次
女
と
は
月
に
二
、
三
回
す

第　
　
る
が
、
長
男
と
は
年
間
に
二
、
三
回
く
ら
い
で
あ
る
。
米
と
野
菜
は
、
と
れ
れ
ば
子
の
全
員
に
送
る
。
子
の
全
員
が
食
料
品
を
送
っ
て

究研
　
く
れ
る
。
生
活
費
の
や
り
と
り
は
ど
の
子
と
も
な
い
。

学
　
　
と
こ
ろ
で
・
一
九
七
八
年
に
亡
く
な
っ
た
世
帯
主
の
父
親
（
一
九
〇
三
年
生
ま
れ
）
の
香
典
控
え
帳
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
を

科
文
　
み
る
と
、
持
参
し
た
も
の
で
い
ち
ば
ん
多
い
の
は
、
白
米
三
升
と
ロ
ー
ソ
ク
三
丁
、
味
噌
と
野
菜
、
見
舞
金
千
円
と
い
う
ケ
ー
ス

人
　
で
、
こ
れ
は
当
時
ヤ
ウ
チ
関
係
に
あ
っ
た
六
戸
で
あ
る
。
つ
い
で
多
い
の
は
、
白
米
三
升
と
ロ
ー
ソ
ク
三
丁
、
味
噌
と
野
菜
を
持

　
　
参
し
て
い
る
ケ
ー
ス
で
、
こ
れ
は
シ
ン
ル
イ
に
あ
た
る
。
つ
ぎ
に
、
白
米
一
升
と
ロ
ー
ソ
ク
三
丁
、
味
噌
と
野
菜
を
持
参
し
て
い

　
　
る
ケ
ー
ス
で
、
つ
い
で
白
米
が
五
合
と
ロ
ー
ソ
ク
三
丁
、
味
噌
と
野
菜
を
持
参
し
て
い
る
ケ
ー
ス
と
な
り
、
持
参
す
る
白
米
の
量

　
　
は
ヤ
ウ
チ
と
シ
ン
ル
イ
が
三
升
、
そ
れ
以
外
は
一
升
、
五
合
と
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
金
銭
以
外
に
香
典
を
持
参
し

　
　
て
い
る
家
の
内
訳
は
、
朴
の
木
在
住
が
三
一
戸
、
そ
れ
以
外
は
朴
の
木
に
隣
接
す
る
菅
沼
が
三
戸
、
東
京
が
二
戸
、
そ
の
他
が
二

　
　
戸
の
合
計
三
八
戸
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
金
銭
の
か
た
ち
で
香
典
を
持
参
し
て
い
る
家
が
五
二
戸
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
町

　
　
外
在
住
者
で
あ
る
。



　
　
か
ら
都
合
五
反
を
受
託
し
、
併
せ
て
一
町
五
反
耕
作
し
て
い
る
。
転
作
は
お
よ
そ
六
反

　
　
で
、
一
部
は
池
に
し
て
鯉
の
養
殖
を
し
、
残
り
の
土
地
に
は
植
林
し
て
い
る
。
コ
ン
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
イ
ン
と
田
穰
は
そ
れ
ぞ
れ
二
台
ず
つ
あ
り
、
い
ず
れ
も
妻
の
実
家
と
共
同
で
購
入
し
　
輸

　
　
た
も
の
で
あ
る
。
畑
は
母
親
が
耕
作
し
、
田
は
夫
婦
で
耕
作
し
て
い
る
。

　
　
　
他
出
し
て
い
る
キ
ョ
ウ
ダ
イ
と
子
の
う
ち
、
盆
と
正
月
に
帰
省
す
る
の
は
長
女
だ
け

2
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で
あ
る
。
長
女
と
は
頻
繁
に
電
話
の
や
り
と
り
が
あ
り
、
農
業
の
手
伝
い
に
も
来
る
。

　
　
　
　
〔
事
例
6
〕

　
　
　
世
帯
主
と
そ
の
妻
、
世
帯
主
の
母
、
世
帯
主
の
長
男
の
四
人
暮
ら
し
。
世
帯
主
は
一
九
四
九
年
生
ま
れ
の
五
〇
歳
で
ず
っ
と
農

　
　
業
に
従
事
し
て
き
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
は
浦
川
原
村
の
建
設
会
社
で
働
い
て
き
た
。
妻
は
同
じ
く
一
九
四
九
年
生
ま
れ
で

　
　
安
塚
町
の
ほ
か
の
集
落
出
身
で
、
夫
と
同
様
の
仕
事
を
し
て
き
た
。
世
帯
主
の
母
親
は
一
九
二
五
年
生
ま
れ
の
七
四
歳
で
本
家
か

　
　
ら
嫁
い
で
来
て
以
来
ず
っ
と
農
業
に
従
事
し
て
き
た
。
長
男
は
一
九
七
七
年
生
ま
れ
の
二
二
歳
で
、
上
越
市
で
修
理
工
の
仕
事
に

　
　
就
い
た
あ
と
、
現
在
は
浦
川
原
村
の
建
設
会
社
に
勤
め
て
い
る
。
長
女
は
一
九
七
三
年
生
ま
れ
。
結
婚
し
て
現
在
は
上
越
市
に
住

露
　
ん
で
い
る
。

勧
　
黍
は
朴
の
木
に
残
っ
て
い
る
が
、
ほ
か
の
分
家
は
上
越
市
に
他
出
し
て
・
今
は
ひ
と
つ
も
な
い
・
本
家
か
ら
は
二
。
。
年
ほ

と活
　
　
ど
前
に
分
家
し
た
。

生繊
　
世
帯
主
の
キ
ョ
ウ
ダ
イ
で
は
、
充
五
一
年
生
ま
れ
の
四
八
歳
の
弟
が
高
卒
後
他
出
し
て
現
在
静
岡
県
に
、
一
九
五
三
年
生
ま

掲
　
　
れ
の
四
六
歳
の
妹
が
中
卒
後
他
出
し
、
現
在
は
神
奈
川
県
に
そ
れ
ぞ
れ
結
婚
し
て
住
ん

嶺
　
で
い
る
。

れ財
　
　
田
は
一
町
、
畑
は
一
反
、
山
林
は
五
反
ほ
ど
所
有
し
て
い
る
。
田
は
他
出
し
た
二
戸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
奈

○＝

　
神
△
岡○＝△ 静
　
　
　
原
△
酬

○
越
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し
か
し
、
と
れ
た
米
や
野
菜
は
長
女
の
み
で
な
く
、
夫
の
弟
や
妹
に
も
送
っ
て
い
る
。
そ
の
お
返
し
に
、
彼
ら
か
ら
は
衣
類
や
土

　
　
産
物
が
送
ら
れ
て
来
る
。

　
　
　
世
帯
主
は
朴
の
木
に
親
し
い
人
が
三
人
お
り
、
い
つ
も
一
緒
に
酒
を
飲
ん
だ
り
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
た
り
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち

　
　
の
二
人
と
は
職
場
の
同
僚
で
あ
り
、
ほ
か
の
一
人
は
事
例
5
の
世
帯
主
で
あ
る
。
妻
は
町
内
の
他
集
落
に
住
む
職
場
の
同
僚
と
親

　
　
し
く
し
て
い
る
。

　
　
　
ヤ
ウ
チ
は
本
家
と
も
う
一
戸
の
計
二
戸
あ
る
。
付
き
合
い
は
冠
婚
葬
祭
の
み
し
て
い
る
。

輯
　
　
　
一
九
九
九
年
に
亡
く
な
っ
た
父
親
の
香
典
控
え
帳
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
用
い
て
家
関
係
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
ま
ず
、

ユー
－@
朴
の
木
地
区
内
の
家
も
香
典
と
し
て
金
銭
の
み
を
持
参
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
本
家
で
故
人
の
妻
の
実
家
で
も
あ
る

第　
　
家
は
三
万
円
と
ロ
ー
ソ
ク
三
丁
を
持
参
し
て
い
る
。
本
家
以
外
の
ヤ
ウ
チ
は
一
万
円
と
五
千
円
で
あ
る
。
米
一
升
と
野
菜
、
ロ
ー

究研
　
　
ソ
ク
三
丁
の
人
が
一
人
だ
け
で
、
ほ
か
に
ロ
ー
ソ
ク
三
丁
を
つ
け
た
人
が
六
人
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
家
は
金
銭
の
み
で
あ
る
。

学
　
金
額
を
み
る
と
、
三
万
円
が
一
人
、
一
万
円
が
二
人
、
五
千
円
が
三
人
、
ほ
か
は
千
円
が
一
六
戸
と
な
っ
て
い
る
。
朴
の
木
以
外

科
文
　
　
の
人
が
五
六
戸
だ
っ
た
。
楽
生
会
か
ら
二
千
円
香
典
が
出
て
い
る
。
妻
の
親
し
い
友
人
か
ら
は
一
万
円
と
齋
米
料
二
千
円
を
香
典

人
　
　
に
出
し
て
い
る
。
夫
の
親
し
い
友
人
の
香
典
に
は
千
円
が
包
ま
れ
て
い
た
。

　
五
－
二
　
親
世
帯
と
別
居
子
と
の
世
帯
関
係
の
考
察

事
例
1
か
ら
6
ま
で
を
ま
と
め
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
ま
ず
、
本
家
と
称
さ
れ
て
い
る
家
は
ほ
と
ん
ど
離
村
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
分
家
関
係
か
ら
な
る
ヤ
ゥ
チ
が
生
産
生
活
上

の
機
能
を
喪
失
し
て
い
る
。
か
つ
て
本
分
家
は
農
作
業
や
冠
婚
葬
祭
で
人
手
を
出
し
合
う
互
助
的
な
関
係
を
も
っ
て
お
り
、
本
家

は
冠
婚
葬
祭
で
亭
主
役
を
務
め
る
な
ど
実
質
的
な
役
割
を
も
っ
て
い
た
。
現
在
で
も
冠
婚
葬
祭
時
に
は
本
家
と
し
て
の
待
遇
を
受



　
　
け
は
す
る
が
、
お
お
む
ね
儀
礼
的
な
側
面
の
み
が
残
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
本
家
が
離
村
し
た
事
例
4
の
家
で
は
、
「
本
家
代
わ

　
　
り
」
の
家
を
事
例
1
に
依
頼
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
ヤ
ウ
チ
が
単
位
と
な
っ
て
い
る
活
動
が
完
全
に
消
失
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

　
　
た
と
え
ば
、
檀
家
組
織
の
運
営
に
お
い
て
は
、
ヤ
ウ
チ
の
代
表
者
が
旦
那
寺
の
世
話
人
を
毎
年
交
替
で
務
め
て
い
る
。

　
　
　
　
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
の
農
機
具
の
共
同
購
入
な
ど
が
ヤ
ウ
チ
の
問
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
数

　
　
は
少
な
く
、
む
し
ろ
親
し
い
友
人
ど
う
し
の
共
同
が
目
立
つ
。

　
　
　
離
村
し
た
ヤ
ウ
チ
と
の
付
き
合
い
で
は
葬
式
時
に
か
ぎ
ら
れ
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ
る
。
な
か
に
は
ヤ
ウ
チ
が
す
べ

露
て
離
村
し
て
し
ま
っ
た
家
も
あ
る
。
こ
う
し
た
事
情
を
ふ
ま
え
て
、
充
九
八
年
の
地
区
総
会
で
・
ヤ
ウ
チ
に
代
わ
っ
て
組
（
現

劒
在
は
三
組
）
が
生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
互
い
に
面
倒
を
み
る
こ
と
と
・
毒
時
の
香
典
も
葎
千
円
と
す
る
こ
と
が
取
り
決
め
ら

と活
　
れ
た
。

　繊
　
ヤ
ゥ
チ
以
外
に
家
関
係
と
し
て
ト
ナ
リ
関
係
が
あ
る
。
元
来
ト
ナ
リ
関
係
は
シ
ン
ル
イ
並
み
の
付
き
合
い
を
す
る
家
で
あ
る
。

拓
　
　
し
か
し
、
こ
の
ト
ナ
リ
も
ま
た
少
な
く
な
り
、
そ
の
意
味
合
い
も
薄
れ
て
近
所
付
き
合
い
の
よ
う
な
も
の
に
な
っ
て
き
た
。
ト
ナ

㈱
　
　
リ
が
い
な
く
な
っ
た
家
が
近
所
の
家
に
頼
ん
で
ト
ナ
リ
に
な
っ
て
も
ら
う
ケ
ー
ス
も
現
わ
れ
て
い
る
。

す餅
　
　
朴
の
木
で
は
、
昔
か
ら
長
男
が
跡
継
ぎ
と
し
て
家
を
相
続
す
る
習
慣
が
あ
っ
た
。
戦
後
生
ま
れ
の
世
代
を
み
る
と
、
事
例
1
と

　
　
4
、
5
、
6
で
は
長
男
が
跡
継
ぎ
と
し
て
親
と
同
居
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
下
の
世
代
を
み
る
と
、
未
婚
の
男
子
が
同
居
し
て

　
　
い
る
の
は
事
例
4
だ
け
で
あ
り
、
ほ
か
の
ケ
ー
ス
は
長
男
を
含
め
て
全
員
が
他
出
し
て
い
る
。
田
畑
の
耕
作
規
模
は
き
わ
め
て
零

　
　
細
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
で
十
分
な
現
金
収
入
を
稼
得
す
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
、
若
い
世
代
は
全
員
が
勤
め
人
の
道
を
選
ん
で
い

　
　
る
。
老
親
世
代
の
引
退
後
に
子
の
う
ち
の
誰
か
が
田
畑
の
耕
作
を
引
き
継
ぐ
見
通
し
は
き
わ
め
て
き
び
し
い
。
し
か
し
多
く
の
ケ
ー

　
　
ス
で
は
、
他
出
子
の
少
な
く
と
も
一
人
が
安
塚
町
の
近
く
に
住
み
、
親
の
生
活
の
世
話
を
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。
長
男
と
長

3
1@
女
が
近
く
に
住
ん
で
い
る
の
は
事
例
2
と
6
、
次
男
が
近
く
に
住
ん
で
い
る
の
は
事
例
3
、
長
女
が
近
く
に
住
ん
で
い
る
の
が
事



3
2
@
例
5
で
あ
る
。
長
男
の
都
合
が
悪
け
れ
ば
、
誰
か
が
親
の
老
後
の
面
倒
を
み
る
こ
と
に
な
る
。
親
が
さ
ら
に
高
齢
に
な
っ
て
朴
の

　
　
木
を
離
れ
る
場
合
、
こ
う
し
た
近
居
子
た
ち
と
同
居
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
　
　
近
く
に
住
む
子
は
親
と
電
話
を
頻
繁
に
か
け
あ
っ
て
お
り
、
正
月
や
盆
の
墓
参
り
に
来
る
ほ
か
、
田
植
え
や
稲
刈
り
の
手
伝
い

　
　
に
も
顔
を
出
し
、
な
か
に
は
毎
週
の
よ
う
に
買
い
物
を
し
て
立
ち
寄
っ
て
い
る
人
も
い
る
。
こ
う
し
た
近
居
子
は
、
住
居
は
親
と

　
　
別
に
し
て
い
て
も
、
実
質
的
に
は
同
居
し
て
い
る
の
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
水
準
の
生
活
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
し
て
い
る
と
み
な

　
　
す
こ
と
が
で
き
る
。
居
住
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
ひ
と
つ
の
家
を
な
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
が
、
従
来
、
家
が
担
っ
て

輯
　
　
き
た
、
年
老
い
た
親
の
生
活
支
援
機
能
が
、
こ
う
し
た
親
と
近
居
子
の
関
係
の
な
か
に
姿
を
変
え
て
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
と
考
え

ユ剃
　
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
別
稿
で
、
こ
う
し
た
世
帯
関
係
を
「
近
親
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
し
て
分
析
し
た
（
佐
藤
・
内

　
　
田
近
刊
）
。

究研
　
　
事
例
5
と
6
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
九
七
八
年
と
一
九
九
九
年
に
お
こ
な
わ
れ
た
葬
式
に
持
参
し
た
供
物
別
の
人
数
を
示
し
て
お

酵
い
た
．
ま
ず
夫
年
の
ケ
亥
で
は
ヤ
享
が
も
つ
と
も
多
－
糞
を
包
み
、
つ
い
で
シ
ン
ル
柔
友
人
と
い
う
順
で
持
参
す

文
　
　
る
供
物
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
時
点
で
は
金
銭
の
み
で
の
香
典
持
参
は
町
外
者
に
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し

人
　
　
て
九
九
年
の
ケ
ー
ス
で
は
、
全
員
が
香
典
を
金
銭
の
か
た
ち
で
持
参
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
九
九
年
の
ケ
ー
ス
で
は
、
い
ち
ば

　
　
ん
多
く
香
典
を
包
ん
で
い
る
の
は
配
偶
者
の
実
家
で
あ
り
、
ヤ
ウ
チ
が
持
参
し
た
の
は
シ
ン
ル
イ
や
友
人
と
同
額
で
あ
る
。
ま
た
、

　
　
町
外
者
の
血
縁
者
の
ほ
う
が
二
万
円
か
ら
一
〇
万
円
と
ヤ
ウ
チ
よ
り
も
多
く
の
現
金
を
持
参
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
金
額
の
少
な

　
　
さ
か
ら
も
、
ヤ
ウ
チ
が
も
つ
意
味
合
い
の
希
薄
化
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
葬
式
時
に
は
チ
ヵ
イ
ヤ
ウ
チ
が
「
二
人
呼
び
」
、
ト
オ
イ
ヤ
ゥ
チ
が
コ
人
呼
び
」
で
、
そ
れ
ぞ
れ
米
を
二
升
と
一
升
、
そ
の
ほ

　
　
か
に
味
噌
・
野
菜
・
線
香
・
ロ
ー
ソ
ク
を
持
参
す
る
。
ト
ナ
リ
関
係
に
あ
る
人
は
「
一
升
ト
ブ
ラ
イ
」
で
、
米
一
升
と
味
噌
・
野

　
　
菜
．
線
香
．
ロ
ー
ソ
ク
を
持
参
す
る
と
い
う
。
米
一
升
以
上
の
人
が
お
齋
を
食
べ
る
。
シ
ン
ル
イ
以
外
の
人
は
「
五
合
ト
ブ
ラ
イ
」



　
　
も
し
く
は
「
三
合
ト
ブ
ラ
イ
」
と
称
し
、
米
を
五
合
か
三
合
持
参
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
「
五
合
ト
ブ
ラ
イ
」
は
米
五
合
、
野

　
　
菜
．
線
香
．
ロ
ー
ソ
ク
、
「
三
合
ト
ブ
ラ
イ
」
は
米
三
合
と
野
菜
だ
け
を
持
参
す
る
。
こ
う
し
た
人
は
お
齋
に
は
出
席
し
な
い
。
米

　
　
を
出
し
合
っ
て
助
け
合
う
こ
と
を
こ
の
地
方
で
は
カ
ケ
マ
ワ
リ
と
い
い
、
主
に
チ
カ
イ
ヤ
ウ
チ
ど
う
し
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
「
五
合

　
　
ト
ブ
ラ
イ
」
な
ど
は
ナ
ゲ
コ
ミ
と
称
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
昔
は
火
葬
用
の
マ
キ
と
ワ
ラ
を
隣
組
が
持
ち
寄
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

　
　
先
述
の
通
り
、
ヤ
ウ
チ
の
減
少
を
う
け
て
、
一
九
九
八
年
か
ら
は
香
典
が
一
律
千
円
と
決
め
ら
れ
た
。
事
例
5
と
6
に
み
ら
れ
る

　
　
違
い
は
、
こ
う
し
た
変
化
を
背
景
と
し
て
い
る
。

魏
　
事
例
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
を
ま
と
め
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

勧
　
笙
に
、
細
野
と
比
較
し
て
ヤ
ウ
チ
単
位
の
活
動
が
残
存
す
る
朴
の
木
地
区
で
も
・
本
家
や
他
の
分
家
の
離
村
に
よ
っ
て
か
つ

と蠕
て
の
よ
、
つ
な
生
活
互
助
機
能
を
ヤ
ゥ
チ
に
期
待
す
る
．
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
墓
守
や
檀
家
懇
、
葬
儀
時
の
手
間
交
換
な

繊
ど
に
ヤ
ウ
チ
単
位
の
活
動
が
残
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
農
作
業
に
お
け
る
労
役
交
換
は
す
で
に
ほ
と
ん
ど
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。

掲
　
　
第
二
に
、
葬
儀
の
よ
う
に
手
間
の
交
換
が
必
要
と
な
る
場
合
に
従
来
シ
ン
ル
イ
に
準
じ
る
関
係
と
し
て
あ
て
に
さ
れ
て
い
た
ト

㈱
　
ナ
リ
関
係
も
、
ヤ
ゥ
チ
と
同
様
の
事
情
か
ら
、
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
ト
ナ
リ
が
ほ
と
ん
ど
離
村
し
た
家
が
新

す餅
　
た
に
近
隣
の
家
と
ト
ナ
リ
関
係
を
結
ぶ
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
た
い
て
い
は
近
所
付
き
合
い
と
同
等
の
意
味
合
い
し
か
も
た
な
く

　
　
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
事
情
を
ふ
ま
え
て
、
集
落
で
は
組
を
ヤ
ウ
チ
お
よ
び
ト
ナ
リ
関
係
の
機
能
的
代
替
物
と
し
て
活
用
す
る

　
　
こ
と
が
取
り
決
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

　
　
　
第
三
に
、
農
作
業
の
手
伝
い
や
盆
・
正
月
の
墓
参
は
家
単
位
と
い
う
よ
り
家
族
単
位
で
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
し
か
も
、
他
出
し
た
子
が
す
べ
て
参
加
す
る
ケ
ー
ス
は
あ
ま
り
み
ら
れ
ず
、
多
く
の
場
合
、
朴
の
木
の
近
隣
に
居
住
す
る
子
が
ま

　
　
め
に
親
元
を
訪
問
し
た
り
、
電
話
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
頻
繁
に
交
わ
し
た
り
し
て
、
老
親
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

3
3
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る
。
こ
の
よ
う
に
近
居
し
て
親
を
支
え
て
い
る
の
は
、
必
ず
し
も
跡
取
り
と
み
な
さ
れ
る
長
男
に
か
ぎ
ら
な
い
。
か
つ
て
ヤ
ウ
チ



鈎
　
が
担
っ
て
い
た
生
活
互
助
的
な
機
能
の
大
方
は
、
現
在
で
は
こ
う
し
た
親
と
近
居
子
の
関
係
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　
　
　
第
四
に
、
組
の
よ
う
な
フ
ォ
ー
マ
ル
な
地
域
集
団
と
は
別
に
、
同
年
輩
で
気
の
合
う
人
ど
う
し
が
、
飲
み
会
を
開
い
た
り
旅
行

　
　
に
出
か
け
た
り
す
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
近
隣
関
係
を
取
り
結
ぶ
動
き
が
み
ら
れ
る
。

六
む
　
す
　
び

輯
　
　
本
稿
で
は
、
安
塚
町
の
二
集
落
の
事
例
を
手
が
か
り
に
、
家
の
変
容
と
地
域
社
会
の
変
質
に
焦
点
を
あ
て
て
山
村
生
活
の
現
状

ユ
ー
－

@
の
一
端
を
考
察
し
た
。

第究
　
　
高
度
経
済
成
長
期
を
通
し
て
全
国
各
地
で
展
開
さ
れ
た
大
規
模
な
人
口
移
動
の
波
は
、
山
村
の
地
域
生
活
も
容
赦
な
く
呑
み
込

研
　
ん
だ
。
こ
の
間
、
山
村
集
落
は
、
若
年
・
生
産
年
齢
人
口
層
の
大
量
流
出
に
見
舞
わ
れ
る
。
細
野
・
朴
の
木
の
二
地
区
も
そ
の
例

群
に
漏
れ
ず
過
疎
化
は
急
速
に
進
行
セ
肇
で
生
計
を
立
て
な
が
ら
集
落
で
暮
ら
し
つ
づ
け
る
住
民
の
高
齢
化
も
蘂
に
す
す

文
　
　
ん
で
き
た
。
相
次
ぐ
挙
家
離
村
は
、
ヤ
ゥ
チ
や
ト
ナ
リ
と
い
っ
た
従
来
型
の
家
関
係
や
近
隣
関
係
を
維
持
す
る
の
が
困
難
な
状
況

人
　
　
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
細
野
で
は
ヤ
ウ
チ
関
係
が
ほ
ぼ
解
体
さ
れ
て
お
り
、
朴
の
木
で
も
ヤ
ウ
チ
や
ト
ナ
リ
の
変
質
は
明
ら
か
で

　
　
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
社
会
的
流
動
性
の
高
ま
り
は
集
落
人
口
の
激
減
に
帰
結
し
、
山
村
の
生
活
組
織
に
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
変

　
　
化
を
も
た
ら
し
て
き
た
。

　
　
　
社
会
移
動
の
激
化
が
も
た
ら
し
た
変
化
は
、
別
の
角
度
か
ら
切
り
取
る
こ
と
も
で
き
る
。
細
野
で
地
域
振
興
に
取
り
組
ん
で
き

　
　
た
0
さ
ん
は
、
聞
き
取
り
の
な
か
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
て
く
れ
た
。
　
．

　
　
　
昭
和
三
〇
年
代
ご
ろ
か
ら
人
の
移
動
が
頻
繁
に
な
り
、
人
が
行
き
来
す
る
範
囲
も
そ
れ
以
前
と
く
ら
べ
て
格
段
に
広
が
っ
た
。

　
　
か
つ
て
近
隣
に
集
住
し
て
い
た
親
族
も
、
各
地
に
散
ら
ば
っ
て
暮
ら
す
よ
う
に
な
る
。
そ
う
し
た
親
族
が
集
う
場
面
で
「
仕
切
り
」



　
　
を
す
る
の
に
、
昔
の
よ
う
に
「
本
家
だ
か
ら
」
ま
と
め
役
が
務
ま
る
、
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
く
な
っ
て
い
る
。
ム
ラ
の
な
か

　
　
だ
け
で
成
り
立
っ
て
い
た
人
間
関
係
の
論
理
で
は
、
も
う
や
っ
て
い
け
な
く
な
っ
て
い
る
の
だ
と
。

　
　
　
家
族
を
め
ぐ
る
言
説
に
は
い
く
つ
か
の
定
型
が
あ
る
。
高
度
成
長
期
を
境
に
都
市
部
で
は
核
家
族
化
が
進
行
し
た
が
、
農
村
部

　
　
に
は
「
古
き
良
き
日
本
の
大
家
族
」
が
温
存
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
の
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
し
か
し
本
稿
で
み
て
き
た
よ
う

　
　
に
、
山
村
を
見
舞
っ
た
人
口
流
出
現
象
は
、
世
帯
の
小
規
模
化
と
家
的
な
関
係
の
解
体
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
む

　
　
し
ろ
都
市
部
よ
り
足
早
に
進
行
し
た
と
す
ら
い
い
う
る
。

魏
　
本
稿
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
細
野
や
朴
の
木
で
暮
ら
し
つ
づ
け
る
人
び
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
集
落
の
環
境
の
変
化
に
対
応
す
べ
く

勧
近
隣
や
家
族
の
関
係
を
少
し
ず
つ
組
み
換
え
て
き
た
・
細
野
で
は
イ
ベ
ン
あ
開
催
や
宿
泊
施
設
の
讐
を
通
し
て
交
流
人
。
の

と蜻
拡
大
を
は
か
り
な
が
ら
、
住
民
総
出
で
持
続
可
能
な
地
域
生
活
の
あ
り
方
を
纂
し
て
い
る
。
朴
の
木
で
も
、
芳
に
ト
ナ
リ
や

鵜
組
の
再
編
に
よ
っ
て
挙
家
離
村
に
よ
っ
て
生
じ
た
近
隣
関
係
の
欠
落
を
補
う
動
き
が
あ
り
、
他
方
で
は
イ
ン
フ
ォ
↓
ル
な
マ

掲
　
　
ク
ル
を
つ
く
り
新
た
な
近
隣
関
係
を
築
こ
う
と
す
る
動
き
が
あ
る
。

㈱
　
　
家
の
解
体
へ
の
対
応
と
し
て
は
、
両
地
区
と
も
、
親
と
近
居
子
と
の
間
に
む
す
ば
れ
る
関
係
が
生
活
サ
ポ
ー
ト
を
調
達
す
る
回

す餅
　
路
と
し
て
重
要
度
を
増
し
て
い
る
。
ま
た
、
朴
の
木
の
事
例
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
親
子
関
係
の
疎
密
を
規
定
す
る
論
理
は
、

　
　
も
は
や
〈
長
男
踊
跡
取
り
H
老
後
の
頼
り
〉
と
い
う
等
式
で
は
表
わ
し
き
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
家
業
・
家
産
の
継
承
が
き
わ
め

　
　
て
困
難
な
状
況
の
な
か
で
、
キ
ョ
ウ
ダ
イ
の
位
座
で
は
な
く
、
日
常
の
具
体
的
な
サ
ポ
ー
ト
提
供
の
如
何
が
、
親
子
関
係
に
と
っ

　
　
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
細
野
や
朴
の
木
で
暮
ら
す
人
び
と
が
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
生
活
の
再
編
は
、
や
が
て
人
口
減
少
局
面
に
入
る
日
本
社
会
全
体

　
　
が
直
面
す
る
課
題
へ
の
先
行
的
な
対
応
例
と
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
様
に
、
わ
れ
わ
れ
が
朴
の
木
や
細
野
の
家
族
関
係
の

3
5
@
あ
り
方
か
ら
読
み
取
る
べ
き
は
、
か
弘
で
傷
で
は
な
く
東
恥
伽
家
族
の
似
姿
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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＊
新
潟
大
学
教
育
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、
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タ
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た
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